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郎

四

壇
輕
三
本
の
比
較

(
二
)

余
輩
は
前
節
に
於
て
興
聖
寺
本
の

「
縁
起
説
法
門
」
と

「
悟
法
傳
衣
門
」
と
(
現
明
藏
本
の
「
行
由
第

一
」
)
の
三
本

異
同
の

一
班
を
記
述
し
た
。
興
聖
寺
本
の
第
三
、
「
爲
時
衆
読
定
慧
門
」
よ
う
第
八
、
「
問
答
功
徳
及
西
方
相
欺
門
」
・即

ち
現
明
藏
本
の
第
二
の

「
般
若
」
よ
う
第
六

「
幟
悔
」
に
至
る
ま
で
の
、
主
と
し
て
暉

の
激
義
を
説
く
所
は
、
勿
論

前
に

一
言
し
た
如
く
分
章
の
顛
倒
や
、
偶
碩
の
入
換
や
、
更
ら
に
五
分
法
身
香

の
読
を
始
め
と
し
、
諸
種
丈
字
章
句

の
修
正
増
補

は
な

い
で
竜
な

い
が
、
其
内
容
に
至

っ
て
は
三
本
何
れ
竜
大
な
る
漫
異
は
な

い
。

こ
れ
は
吾
人
の
大
に

注
意
す
べ
き
黙
で
あ

つ
て
、
此
等
諸
章
が
壇
維
の
最
も
主
要
な
部
分
で
あ
り
、
叉
こ
れ
が
壇
脛

の
最
も
古

い
部
分

で

は
な
か
ら
う

か
と
思

ふ
。

で
今
此
等
諸
章
に
於
け
る
丈
宇
が
如
何
様

に
後
濫
修
補
せ
ら
れ
π
か
の

一
班
を
知
る
が
爲

め

一
二
の
例
を
畢
げ

て
置
か
う
。

(
六
イ
)
論
摩
詞
般
若
波
維
蜜
門
(
現
藏
本
般
若
第
二
)
初

の
丈

敦

焼

本

一

興

聖

寺

本

【

明

藏

本

六
魁
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

・

(三
=こ



六
謝胆
壇
郷
職の
書
志
臨甲的
研
究

輿
善
知
識
読
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

法
、

善
知
識
錐
念
不
解
、

各
々
聴
。

恵
能
與
説

師
言
、
善
知
識
、
既
識
三
身
佛

了
、
更
爲
説
摩
詞
般
若
波
羅
蜜

法
、

各

々
至
心
諦
聴
、

世
入
絡
日
口
念
、

猶
如
諦
食
不
飽
、

動
、
不
得
見
性
、

不
識

自
性
、

口
但
読
塞
萬

終
無
有
盆
。

(
三
四
)

次
日
章
使
君
請
盆
、
師
陞
座
告

大
衆
日
、
総
浄
心
念
摩
詞
般
若

波
羅
蜜
多
、
復
云
、
善
知
識
、

菩
提
般
若
之
智
、
世
人
本
自
有

之
、
尺
縁
心
迷
不
能
自
悟
、
須

假
大
善
知
識
示
導
見
性
、
當
知

愚
人
智
入
佛
性
本
無
差
別
、
只

縁
迷
悟
不
同
、
所
以
有
愚
有
・智

吾
今
爲
読
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法

使
汝
等
各
得
智
慧
、
志
心
諦
髄

吾
爲
汝
読
善
知
識
世
入
絡
日
ロ

念
般
若
、
不
識
自
性
般
若
、
猶

如
読
食
不
飽
、
口
但
説
室
、
萬

劫
不
得
見
性
、
終
無
有
盆
。

此
三
本
の
比
較
に
よ

つ
て
解

読
的
丈
句
の
次
第
に
増
盆
せ
ら
れ
た
こ
と
が

一
見
最

竜
明
了
で
あ
る
。

鎗



(
ロ
)
興
聖
寺
本
前
記
般
若
門
終
の
偏
、
(
明
臓
本
幟
悔
第
六
の
終
に
置
換
え
ら
れ
た
竜
の
。
)

明
藏
本
と
は
全
然
同
じ

い
が
、
敦
燈
本
と
は
文
字

に
於
て
多
少
の
異
同
が
あ

る
。

敦

焼

本

む

む

　

愚
人
修
幅
不
修
遣

謂
言
修
幅
而
是
口

む

　

布
施
供
養
旛
無
邊

心
中
三
業
元
來
在

む

　

む

若
將
修
編
欲
滅
罪

後
世
得
幅
罪
無
造

O

O

O

O

(
牲
}

(
悔
)

君
解
向
心
除
罪
縁

各
自
世
中
眞
戯
海

む

へぼ
　

若
悟
大
乗
眞
繊
海

除
邪
行
正
帥
無
罪

　

　

　

　

む

む

學
道
之
入
能
自
観

帥
與
悟
人
同

一
捌

む

む

む

　
　

　

　

　

　

大
師
今
傳
此
頓
敷

願
學
之
人
同

一
膿

む

　

　

　

　

若
欲
當
來
覚
本
身

三
毒
悪
縁
心
中
洗

む

む

　

　

　

　

努
力
修
澄
莫
悠
々

忽
然
露
度

一
世
休

む

む

む

む

　
　
ね

若
遇
大
乗
頓
藪
法

慶
誠
合
掌
志
心
求

此
偶
は
興
聖
寺
本
と

興

聖

寺

本

明

藏

本

む

む

む

迷
人
修
幅
不
修
遣

只
言
修
蠣
便
是
道

む

む

布
施
供
養
幅
無
邊

心
中
三
悪
元
來
造

む

む

擬
將
修
輻
欲
滅
罪

後
世
得
旙
罪
還
在

　

　

　

　

但
向
心
中
除
罪
縁

各
自
性
中
眞
熾
悔

む忽
悟
大
乗
眞
幟
悔

除
邪
行
正
即
無
罪

む

　

　

　

む

む

學
濫
常
於
自
性
観

帥
與
諸
佛
同

一
類

む

　

む

む

む

　

　

　

吾
祀
惟
傳
此
頓
法

普
願
見
性
同

一
膿

む

　

　

　

　

若
欲
當
來
覚
法
身

離
諸
法
相
心
中
洗

　

む

む

　

　

む

努
力
自
見
莫
悠
々

後
念
忽
維

一
世
休

む

　

　

　

ね

若
悟
大
乗
得
見
性

度
恭
合
掌
至
心
求

是
れ
は
軍
に
字
句
の
修
正
に
過
ぎ
な

い
が
、
興
聖
寺
本
が
如
何

に
其
字
句
を
修
正
し
π
か
を
知
る
べ
く
、

が
直
接
間
接
興
聖
寺
本
に
依

つ
禿
も
の
で
あ

る
こ
と
を
竜
知
る
べ
き
で
あ
る
。
』

六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(三
五
)

叉
明
藏
本

33



山ハ
瀬
壇
絶
の
融
日出趣學
的
研
究

(
三
六
)

(
、ノ
)
街
興
聖
寺
本
の
第
八
、
問
答
功
徳
及
西
方
相
駿
門
最
後
の
偶
、

(
明
藏
本
で
は
第
二
般
若
章
の
絡

に
移
し
泥

も
の
)
と
興
聖
寺
本
と
明
藏
本
と
の
問
、
文
字

は
全
然
同
じ
で
あ
る
が
、
敦
煙
本
に
あ

つ
て
は
前
と
同
様
文
字
に
異

麺
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
偏
文
中
前
後
都
合
五
句
が
新
π
に
増
補
せ
ら
れ
て
居

る
。
文
字
の
攣
異

は
煩
に
渉
る
か
ら

今

且
ら
く
之
を
略
す
る
こ
と

＼
し
、
此
に
は
増
盆
せ
ら
れ
た
五
句
だ
け
を
墨
げ
て
置
く
。

敦

煙

本

色
類
自
有
遣

う

ぬ

覚
遣
不
見
遣

但
自
去
非
心

う

　

　

若
欲
化
愚
人

ぬ

ね

法
元
在
働
問

外
求
出
世
間

邪
正
悉
打
却

離
道
別
覚
避

到
頭
選
自
懊

　

つ

打
破
煩
櫛
磯

是
須
有
方
便

　

　

も

　

　

於
世
出
世
間

　
ゑ
ゑ
　
　

邪
見
出
世
間

　

　

此
但
是
頓
敷

勿
離
世
間
上

　

　

　

正
見
出
世
問

ぬ

　

　

亦
名
爲
大
乗

興

聖

寺

本

明

藏

本

(
第
二
十
五
句
以
下
)

む

む

む

む

む

色
類
自
有
遭

各
不
相
妨
…悩

　

も

　

　

　

む

む

絡
身
不
見
道

波

々
度

一
生

(
第
四
十

一
句
以
下
)

も

う

但
自
却
非
心

打
除
煩
櫛
破

む

　り

む

む

む

　

　

も

長
伸
爾
脚
臥

欲
擬
化
他
人

(第
四
十
九
句
以
下
)

　

　

　

も

　

　

　

佛
法
在
世
間

不
離
世
問
畳

　

　

　

　

　

　

　

　

俗
如
求
冤
角

正
見
名
出
世

　

　

　

む

　

邪
正
悉
打
却

菩
提
性
宛
然

離
道
別
覚
遣

到
頭
還
自
懊

む

む

　

む

む

増
愛
不
關
心

自
須
有
方
便

ぬ

も

　

も

ぬ

離
世
覚
菩
提

邪
見
是
世
間

　

ぬ

此
碩
是
頓
敷

鈎



肇

経
累
劫

悟
則
刹
那
間

一

亦
気

総

講

蟹

劫

悟
則
刹
那
問

前
記
圏
黙
を
附
し
た
句

は
総
べ
て
敦
焼
本
に
は
鉄
け
、
興
塁
寺
本
に
新
花
に
増
補
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

(
批
黙

は

交
字
の
異
同
を
示
す
。
)
斯
く
し
て
敦
煙
本
の

「
此
説
通
及
心
通
」

の
掲

は
、
前
後
通
じ
て
五
十
五
句
よ
り
成
立

つ
て

居
る
が
、
興
聖
寺
本
以
後
は
六
+
句
と
な

つ
た
。
其
他
諸
庭
可
な
り
長

い
解
繹
的
文
句

の
増
盆
せ
ら
れ
た
所
も
な

い

で
は
な

い
が
、
内
容
に
於
て
は
大
騰
礎
化
な

い
か
ら
今
は

一
切
之
を
省
略
す
る
。

㎜
藏
本
壇
輕
機
縁
第
七
以
下
は
前
に
も
記
し
禿
如
く
敦
焼
本
や
興
聖
寺
本
に
見
え
な

い
新
π
な
話
が
増
補
せ
ら
る

＼
の
み
な
ら
ず
、
其
既
に
存
す

る
所
に
於
て
も
、
其
文
章
字
句
の
異
同
殊

に
甚
だ
し

い
。
今
此
に
は
其

二
三
の
例
を

墨
げ
其

一
班
を
推
想
せ
し
む
る
こ
と

＼
す
る
。

(
七
)
志
誠

の
話
、
(
興
聖
寺
太
十
、
南
北
二
宗
見
性
門
、
明
藏
本
頓
漸
第
八
。)
明
藏
本
で
は
恵
能
と
神
秀
と
が
寳

林
と
玉
泉
と
に
居

π
の
で
、
時
人
皆
南
能
北
秀
と
稽
し
、
南
北
頓
漸
の
分
あ
ウ
、
而
も
法
は
是
れ

一
種
唯
人
に
利
鈍

あ
る
の
み
と
読

き
、
然

る
後

「
然
秀
之
徒
衆
、
往
々
識
南
宗

組
師
不
識

一
字
、
有
何
所
長
、
秀
日
他
得
無
師
之
智
、

深
悟
上
乗
、
吾
不
如
也
、
且
吾
師
五
祀
親
傳
衣
法
、
豊
徒
然
哉
、
吾
恨
不
能
遠
去
親
近
、
虚
受
國
恩
、
汝
等
諸
入
母

滞
於
此
、
可
往
曹
漢
参
決
」
と
あ

る
が
、
此

一
段

の
文
は
敦
燈
本
に
竜
興
墓
寺
本
に
竜
な

い
、
此
等
爾
本
で
は
軍
に

次
の
如

く
記
し
て
あ

る
だ
け
で
あ

る
。

敦

煙

本

興

聖

寺

本

山ハ
組
壇
輝
　の
書
志
學
的
研
究

(三
七
)

節



六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(三
八
)

紳
秀
師
常
見
入
説
恵
能
法
、
疾
直
指
路
。

「

秀
聞
能
師
読
法
穫
疾
、
直
指
見
性
。

そ

こ
で
門
人
志
誠
の
聰
明
多
智
孜
う
を
見
、
霧
か
に
曹
漢
に
往
き
其
法
を
聞
か
し
め
た
が
、
彼
の
恵
能
の
法
を
聞
く

や
、
忽
ち
に
開
悟
し
、
其
玉
泉
よ
う
來
る
之
と
を
告
臼
し
π
と

い
ふ
の
で
あ
る
が
。
明
藏
本
の

「
時
租
師
告
衆
日
・

今
有
盗
法
之
人
、
潜
在
此
會
、
志
誠
帥
出
禮
拝
」
と

い
ぷ
交
句

は
二
本
の
共
に
映
く
駈
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
三
本
に

は
衣
の
如

く
あ
る
。

敦

燈

本

　ぽ
　

恵
能
大
師
日
、
汝
從
被
來
、
鷹

是
細
作
、
志
誠
日
、
未
読
時
即

是
説
、
乃
了
帥
是
、
六
租
云
、

煩
衡
是
菩
提
、
亦
復
如
是
。

興

聖

寺

本

師

日
、
汝
從
玉
泉
寺
來
、
鷹
是

細
作
、
個封
日
不
是
、
師
日
何
得

不
是
、
封
日
、
未
詮
.即
是
説
了

不
是
、
師
日
、
煩
櫛
菩
提
亦
復

如
是
。

明

藏

本

師

日
汝
從
玉
泉
來
、
懸
是
細
作

封
日
不
是
、
師

日
何
得

不
是
、

封

日
未
詮
.即
是
説
了
不
是
、
師

日
、
汝
師
若
爲
示
衆
、
封
日
、

常
楷
海
大
衆
、
住
心
観
静
、
長

坐
不
臥
、
師
日
、
住
心
観
静
、

是
病
非
輝
、
長
坐
拘
身
、
於
理

何
盆
、
聴
吾
偶

日
、

生
來
坐
不
臥

死
去
臥
不
坐

36



一

{

一
具
臭
骨
頭

何
爲
立
功
課

即
ち
初
の
問
答

の

一
段

は
三
本
殆
ん
ど
同
じ

い
が
、
明
藏
本
の

「
師
日
汝
師
若
爲
示
衆
」
以
下
は
全
く
新

た
に
増
補

せ
ら
れ
た
所

で
あ
る
。

(
八
)
叉
三
本
が
如
何
に
次
第
に
増
盆
愛
更
せ
ら
れ
陀
か
は
、
同
志
誠

の
話
中
次
の

一
段
の
文
を
見
れ
ば
容
易
に
之

を
想
像

す
る
こ
と
が
出
來
る
。
㌧

敦

焼

本

大
師
言
、

見
威

如
汝
聴
悟
読
看
悟
所

　な

ふ　
　

心

地
無

疑
非

自
姓
戒

、

心
地
無

六
祀
壇
郷
仙の
書
志
墨
的
研
…究

興

聖

寺

本

師

日
、
汝
師
、
戒
定
慧
接
大
乗

人
、
吾
戒
定
慧
接
最
上
乗
人
、

悟
解
不
同
、
見
有
逞
疾
、
汝
聴

吾
読
、
與
彼
同
否
、
吾
所
読
法

不
離
自
性
、
離
膿
読
法
名
爲
相

読
、
自
性
常
迷
、
須
知

一
切
萬

法
皆
從
自
性
起
用
、
是
眞
戒
定

慧
法
、
常
見
自
性
薗

心
、
.即
是

自
性
等
佛
、
吾
心
地
無
非
自
性

明

藏

本

師
日
、
汝
師
、
戒
定
慧
接
大
乗

人
、
吾
戒
定
慧
接
最
上
乗
人
、

悟
解
不
同
、
見
有
逞
疾
、
汝
賠

吾
読
與
彼
同
否
、
吾
所
読
法
不

離
自
性
、
離
膿
読
法
名
爲
相
読

自
性
常
迷
、
・須
知

一
切
萬

法
皆

從
自
性
起
用
、
是
置
ハ戒
…定
慧

法

聴
吾
偏

日

心
地
無
非
自
性
戒

心
地
無
擬

(
三
九
)
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六
祀
壇
経

の
書

志
學
的
硯
究

　　
　

　　
　

齪
是
自
姓
定
、
心
地
鰻
療

目
姓

　　
　
　
　

是

。

戒
、
心
地
無
癖
…自
性
慧
、

無
観
自
性
定
。

心
地

此

文
の
初
め

一
段
は
敦
焼
本
に
殆
ん
ど

全
く
歓

く
所
で
あ
り
、
興
聖
寺
本

に
至

っ
て
増
補
せ
ら
れ
、

補

の
文
は
其
儘
明
藏
本
の
躇
襲
す
る
所
と
な

つ
尤
。
の
み
な
ら
ず
明
藏
本
で
は
、

下
の
文
を
追
補
し
泥
、
そ

の
次
第
獲
化
の
　

は
最
も
明
了
に
之
セ
見
得

る
の
で
あ
る
。

(
九
)其
他
此
等
諸
章
に
は
増
補
極
め
て
多

い
の
で
あ

る
が
、
飴
う
繁
裟

に
渉
る
か
ら
此
に
は
略
す
る
。
が
唯
其
内

容
に
於
て
吾
人
の
大
に
注
意
を
要
す

る
竜
の
が
あ
る
か
ら
、
以
下
之
に
就
き
少
し
く
比
較
し
て
置
か
う
と
思
ふ
。
其

一
は
前
に
も

=
濤
し
た
経
末
六
頽
懸
記

の

一
段
で
あ
る
。

」

敦

煙

本

上
座
法
海
向
前
言
、
大
師
、
大

師
去
後
衣
法
、
當

付
何
人
、
大

興

聖

寺

本

洪
海
上
座
間
日
、
和
爾
去
後
、

衣
法
當
付
何
人
、
師
日
吾
於
大

(四
〇
)

自
惟
慧

心
地
無
齪
自
性
定

不
増
不
減
自
金
剛

身
去
身
來

本
三
昧

誠
聞
偏
悔
謝

乃
呈

一
偏
…日
、

五
悪
幻
身

幻
何
究
覧

廻
趣
眞
如

法
還
不
浄

而
し
て
其
増

更
ら
に

「
不
増
不
減
自
金
剛

」
以

明

藏

本

間
日
馬
正
法
眼
藏
傳
付
何
人
、

師

日
有
道
者
得
、
無
心
者
通
。
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師
言
、
法
即
付
了
、
汝
不
須
問

吾
滅
後
二
十
飴
年
、
邪
法
遼
観

惑
我
宗
旨
、
有
人
出
摩
、
不
惜

身
命
、
弟
佛
敷
是
非
、
竪
立
宗

旨
、
・即
是
吾
正
法
。

臼

梵
寺
読
法
、
直

至
今
日
、
抄
鎌

流
行
名
法
寳
壇
経
記
、
汝
等
守

護
度
諸
群
生
、
但
依
此
読
是
眞

正
。

大
師
言
法
海
向
前
、
吾
滅
度
後

二
十
年
間
、
邪
法
療
齪
、
惑
於

正
宗
、
有

一
人
出
來
、
不
惜
身

命
、
定
於
佛
法
、
竪
立
宗
旨
、

帥
是
吾
法
、
弘
於
河
洛
、
此
教

大
行
。

叉
問
、
後
莫
有
難
否
、
師

日
吾

滅
後
五
六
年
、
當
有

一
人
來
取

吾
首
、
嘉
吾
記
日
頭
上
、
養
親

口
裏
須
餐
、
遇
満
…之
難
、
楊
柳

爲
官
。

叉
云
、
吾
去
七
十
年
、
有
二
菩

薩
從
東

方
來
、

一
出
家

一
在
家

同
時
興
化
、
建
立
吾
宗
、
締
績

伽
藍
、
昌
隆
法
嗣
。

此
引
用
文
中
の
第

一
節

付
法
の
件
に
就

い
て
は
、
興
聖
寺
本
が
最
も
詳
細
の
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
之
と
同
様
の

こ
と
は
第
九
の
諸
宗
灘
間
門

(
敦
焼
本
に
誌
殆
ん
ど
同
文
)
中
既
に
読
く
所
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
十

一
の
敏
示

十
信
傳
法
門
の
初
に
竜
、
既
に
十
僧
を
以
て
各
恵
能
没
後
に
於
け
る

一
方
の
師
と
な
し
、
其
法
を
付
囑
せ
ら
れ
て
居

る

の
で
あ
る
か
ら
、
此
問
答
は
既
に
重
複
し
居

る
の
で
あ
る
。
此
黙
か
ら
し
て
敦
煙

本
の

「
法
既
付
了
」
と

い
ふ
の

六
麗
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
一
)
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六
祀
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
二
)

は
最
も
當
を
得
て
居

る
。
興
聖
寺
本
が
何
故
に
此
に
前
と
同
様

の
文
を
繰
返
し
た
か
其
意
を
得
な

い
。
明
藏
本
は
興

聖
寺
本
の
此
文
を
前
既

に

「
置
ハ假
動
静
偶
」

の
後
に
記
し
て
居
釦
、
此

に
再
び
之
を
繰
返
す
を
得
な

い
の
で

「
有
渣

者
得
」

等
と

い
ム
が
如
き
曖
昧
な
交
句

を
以
て
之
に
代
え
禿
も
の
と
思
ふ
。

第

二
節

り
盗
難

の
件
は
敦
焼
本
、
興
聖
寺
本
共
に
敏
く
所

で
あ
る
、
是
れ
は
守
塔
沙
門
令
覇
錬
な
る
も
の
か
ら
取

つ
て
新

た
に
之
を
補
ふ
尤
竜
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な

い
、
(
但
曹
漢
別
傳

に
竜
此
事

は
記
さ
れ
て
居
る
。
)
其
話
は
要

す
る
に
新
羅
偲
金
大
悲
な
る
も
の
が
、
銭
二
十
千
を
賄

ひ
張
浮
満
を
し
て
六
組
の
塔
中
に
入
り
、
六
祀
の
頭
を
戴
り

取
ら
し
め
、
海
東
に
騰
り
之
を
供
養
せ
ん
と
企
て
た
。
守
塔
の
衆
信
驚
き
之
を
官
に
訴
ふ
、
時
に
縣
令
楊
侃
、
刺
史

柳
無
添
之
を
聞
き
、
趣
に
賊
を
捕
え
、
頭

は
之
を
蕾
に
還
し
、
守
塔
沙
門
令
鞘

の
説
に
よ
う
賊
の
罪
は
特
に
之
を
赦

む

む

む

免
し
た
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
此
に

「
満
之
難
」
と

い
ふ
満
と

は
張
浮
満
、
「
楊
柳
爲
官
」
の
楊
柳
と
は
縣
令
楊
侃
と
刺

史
柳
無
添
の
こ
と
で
あ

る
の
は
言
ふ
迄
竜
な

い
。
所
で

「
令
鞍
銀
」
に
よ
る
と
此
盗
難
を
以
て

「
聞
元
十
年
壬
戊
八

月
三
日
」
夜

の
こ
と
＼
な
す
、
若
し
果
し
て
こ
れ
が
事
實
と
す
れ
ば
六
瓶
没
後
十
年
で
あ
る
。
然
る
に

「
別
傳
」
で

は
其
年
時
井
ぴ
に
事
實
に
於
て
梢
之
と
異
な

つ
て
居
る
。
同
書

に
は

い
ふ
。

至
開
元
二
十
七
年
、
有
刺
客

來
取
頭
、
移

大
師

出
庭
中
、
刀
斬
歎
下
、
衆
人
唯
聞
鐵
聲
、
驚
畳
見

一
孝
子
奔
出
出

寺
、
尋
迩
不
獲
。

卸
ち
「
別
傳
」
で
は
盗
の
何
人

た
る
か
竜
明
ら
か
な
ら
ず
、

叉
彼

は
六
租

の
謄
を
庭

中
に
引
出
し
頭
を
裁

つ
禿
と
し
、
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前
の
塔
中
に
於
て
し
た
と

い
ふ
の
と
稽
異
な
ウ
、

叉
別
傳
で
は
其
盗
途
に
捕
得
な
か
つ
た
と
す

る
の
も
前
と
其
趣
の

相
蓮
す
る
所

で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
別
傳
で
は
之
を
以
て
開
元

二
十
七
年
の
こ
と

＼
し
、
前
記
十
年
と
す

る
に
後
く

る
、
こ
と
十
七
年
で
あ
る
。
前
節
に
竜
述
べ
た
如
く
別
傳
の
記
年
の

一
般
に
頗
る
杜
撰
な
る
黙
か
ら
之
を
見
れ
ば
、

こ
れ
も
若
し
事
實
で
あ

つ
た
と
す
れ
ば
令
鞘
鎌

の
方
が
正
し

い
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
兎
に
角
現
藏
本
壇
経

に
は
盗
の
名
井
び
に
官
人
の
名
を
も
墨
ぐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
記
事
は
別
傳
か
ら
探
來

つ
た
の
で
は
な
く
、
其
令

鞘
錬

か
ら
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
且

つ
明
藏
本
で
は
此
令
鞘
録
な
る
竜
の
を
附
鍮
と
し
て
縁
起
外
紀

の
終

む

む

に
附
記
し
て
居
る
の
を
見
て
竜
、
愈
其
事
は
疑
を
容
れ
な

い
の
で
あ
る
。
然
る
に
壇
輕
で
は

「
吾
滅
後
五
六
年
」
と

い
ふ
の
は
何
故
で
あ
ら
う
。
別
傳
で
は
六
租
滅
後
二
十
七
年

で
あ
多
、
令
鱈
鎌
で
竜
十
年

の
後
で
あ
る
。
五
六
年
と

い
ふ

こ
と
は
有
あ
得
な

い
。
荷
ほ
令
鞘
と
は
果
し
て
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
開
ら
か
で
な
く
、
壇
経
や
別
傳
中
に

も
其
名
は
顯
は
れ
澱
が
、
景
徳
傳
統
録

に
は
之
を
以
て
恵
能

の
門
人
と
し
て
其
名
を
墨
げ
て
あ
る
。
若
し
喜
能
門
人

で
其
師
の
滅
後
塔

の
守
護
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
假
令

で
恵
能
晩
年

の
弟
子
で
あ

つ
た
と
し
て
竜
、
彼
と
同
時
在

世

の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

所
が
今
壇
纒
附
錬
に
載
す

る
令
靹
錬

の
終
に

は
、

憲
宗
が
惑
能
に
大
簸
麗
師
と
詮

し
、
其
塔
を
元
和
盤
照
と

い
つ
陀
こ
と
ま
で
竜
記
し
、
叉
王
維
、
柳
宗
元
、
劉
禺
錫

の
碑

の
こ
と
に
竜
読
及
ん
で
居

る
。
大
塞
灘
師
の
詮

は
憲
宗
元
和
の
十
年
に
下
さ
れ
た
所

で
あ

る
か
ら
、
六
祀
滅
後
正
さ
に
百
有
三
年
、
柳
宗
元
の

碑

は
同
百
六
年
、
劉
萬
錫

の
碑

は
更
ら
に
之
に
後
く
る
＼
こ
と
三
四
年
で
あ
る
。
令
鱈
な
る
も
の
が
既
に
六
祀
同
時

山ハ
胆
壇
郷
脳
の
書
志
毘
甲
的
研
究

(
四

三
)
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六
胆
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
四
)

の
弟
子
で
あ
り
、
而
し
て
此
等
憲
宗

時
代
の
蕩
實
を
も
知

つ
た
と
す
れ
ば
、
彼

の
年
齢

は
少
く
と
竜
百
ゴ

三
十
歳
で

な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

こ
れ
は
少
し
く
長
き
に
過
ぐ

る
や
う
で
あ
る
。
若
し
果
し
て
然
う
と
す
れ
ば
令
鱈
な

る
竜
の
は

實
在
し
て
居
た
と
し
て
も
、
此
等
記
録

は
令
稻
の
自
か
ら
記
し
た
所
で
は
な
く
、
後
人
彼

の
名

に
託
し
て
記
し
だ
も

の
か
、
或

は
他
人
が
彼

の
録
に
追
補

し
た
か
、
.何
れ
と
竜
判
ら

顧
。

前
文
第
三
節
の
敦
煙

本
や
興
聖
寺
本
に
見

る
六
租
滅
後
二
十
年
の
預
言

は
、
圭
峯
宗
密
や
景
徳
傳
統
録
等
に

い
ふ

が
如
く
明
ら

か
に
荷
澤
紳
會
を
暗
示
し
た
竜
の
で
あ
る
。
傳

統
録

(
巻
五
棘
會
傳
)
に
は

い
ふ

唐
景
龍
中
〔
紳
會
〕
却
蹄
曹
難
、
紐
滅
後
二
十
年
間
、
曹
難
頓
旨
沈
贋
於
荊
呉
、
嵩
嶽
漸
門
盛
行
於
秦
洛
、
乃
入
京

天
寳
四
年
方
定
爾
宗
、
乃
著
顯
宗
記
盛
行
干
・世
。

乃
ち
耐
會
の
上
京
し
南
頓
北
漸
の
説
を

一
世
に
鼓
吹
し
た
こ
と
に
よ

つ
て
、
彼
六
租
の
豫
言
な
る
竜
の
が
成
立
し
π

≧
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
の
豫
言
が
紳
會
の
事
業
を
指
示
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
を
容
れ
な

い
。
而
し

て
此
景
徳
傳
統
録
の
記
事
は
決
し
て
彼
に
創
ま

つ
た
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
是
れ
は
圭
峯
宗

密
の
言
に
よ
つ
た
も
の

か
、
或

は
之
と
同

一
資
料
に
櫨

っ
た
竜
の
で
あ
ら
う
。
宗
密
の
圓
萱
縄
疏
鋤

(巷

三
の
下
)
に
は

天
寳
四
載
兵
部
侍
郎
宋
鼎
請
〔
紳
會
〕
入
東
都
、
然
正
遣
易
申
、
謬
理
難
固
、
於
是
曹
漢
了
義
、
大
播
於
洛
陽
、
荷

澤
頓
門
涙
流
於
天
下
、

と

い
ひ
、
叉
同
師
資
承
襲
圖
に
竜
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天
寳
初
荷
澤
入
洛
、
大
播
斯
門
、
方
顯
秀
門
下
師
承
是
傍
、
法
門
是
漸
、
既

二
宗

双
行
、
時
人
欲
擁
其
異
、
故
標

南
北
之
名
、
自
此
而
始
。

と
も

い
ふ
。
此
等
に
よ

つ
て
之
を
見
れ
ば
紳
會
は
南
頓
北
漸
の
説
を
立
て
、
從
來
神
秀
系
暉
法
の
專
ら
行
は
れ
た
洛

陽
附
近
の
北

方
支
那
に
進
出
し
、
之
と
封
抗
せ
ん
と
企

て
尤
も

の
で
、
其
結
果
宋
高
僧
傳
(
巻
八
、
紳
會
傳
)
に
「
致

普
寂
之
門
盈
而
後
虚
」
と
も
、
叉

「
會
之
敷
演
顯
登
能
組
之
宗
風
、
使
秀
之
門
寂
箕
突
」
と
も
い
ふ
如
く
、
逡
に
其

勢
力
北
宗

を
塵

し
、
恵
能

の
門
を
し
て
猫
6
天
下
に
盛
な
ら
し
む
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
壇
経
中
に
載
す

る
豫
言
と
全
然

一
致
す
る
竜
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
敦
焼
本
壇
経
で
は

「
吾
滅
後
二
十
飴
年
」
と
あ
6
、
興

聖
寺
本
で
は

「
二
十
年
問
邪
法
擦
齪
」
と
あ
る
。
天
寳

四
年

に
神
會
始
め
て
入
京
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
惑

能

の
滅
し
禿
先
天
二
年
の
後
正
し
く
三
十

二
年

で
あ
る
、
二
十
年

叉
は
二
十
絵
年
と
は

い
へ
な

い
。
寧
ろ
三
十
絵
年

と
稻
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
此
二
十

の
二
は
三
の
誤
爲
の
如
く

に
竜
考

へ
ら

る
＼
が
、
前
記
爾
書
何
れ
も
二
と

な
す
所
を
以
て
見
れ
ば
容
易
に
誤
爲
と
も
断
ず
べ
き
で

は
な

い
。
叉
圓
豊
疏
釣
や
師
資
承
襲

圖
の
著
者
圭
峯
宗
密
は

紳
會
系
の
傳
統
者
で
あ

つ
て
、
荷
澤
宗
を
極
力
鼓
吹
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
其
祀
師

の
傳
記

に
於
て
其
史
實

を
誤

つ
た
と
も
考

へ
ら
れ
粗
。
宋
僑
傳

(
前
同
露
)
で
は
極

め
て
漠
然
と

　

な

開
元
八
年
勅
配
住
南
陽
龍
興
寺
、
績
於
洛
陽
大
行
暉
法
、
聲
彩
登
揮
、
…
…
南
北
二
宗
時
始
判
焉
。

と

い
ひ
、
其
京
に
入

つ
禿
の
が
果
し
て
何
年
で
あ
つ
た
か
明
ら
か
な
ら
澱
。
し
か
し
此
記
事
の
後
天
寳
年
間

の
事
實

六
祀
壇
脛
の
書
志
學
的
研
魂

(四
五
)
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六
胆
壇
郷
…の
書
志
學
餉
硯
究

(四
六
)

が
記
さ
れ
て
居
る
所
を
以
て
見
れ
ば
、
紳
會

の
入
京
は
開
元
年
間

の
≧
と
の
や
う
に
推
測
せ
ら
れ
る
。
爾
宗

密
の
前

記
紳
會
傳
に
は
次

の
如
く

い
ふ
。

〔
紳
會
〕
洛
陽
詰
北
宗
傳
衣
之
由
、
及
滑
壷
演
爾
宗
眞
儒
、
與
崇
遠
等
詩
〔
持
力
〕
論

一
會
、
具
在
南
宗
定
是
非
論
中
、

…
:
普
寂
輝
師
、
秀
弟
子
也
、
謬
稻
七
租
、
二
京
法
主
、
三
帝
門
師
、
朝
臣
露
崇
、
…
…
嶺
南
宗
徒
甘
從
殿
滅
、

法
信
衣
服
、
歎
被
譜
謀
、
事
如
租
章
、
傳
授
碑
文
、
爾
遇
磨

換
、
擦
碑
文
中
所
叙
、
荷
澤
親
承
付
属
、
誼
敢
因
循

直
入
東
都
、
雨
抗
北
組
、
詰
普
寂
也
。

北
宗

の
紳
秀

は
恵
能
に
先

つ
こ
と
七
年
、
神
龍

二
年
既
に
滅
し
陀
か
ら
、
神
會

時
代
、
北
方
の
藤
は
主
と
し
て
其
門

入
普
寂
、
義
旛
等
に
よ

つ
て
験
揚
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
が
普
寂

は
開
元
二
十
七
年
、
葬
閥

は
叉
其
翌
二
十
八

年

に
相
次
ぎ
滅
し
て
居
る
。
若
し
宗

密
の
傳
ふ
る
如
く
紳
會
が
東
都
に
於
て
普
寂
と
勤
抗
し
た
も
の
と
す
れ
は
、
邊

く
竜
其
滅

し
力
開
元
二
十
七
年
以
前
で
な
く
て
は
な
ら
諏
、
更
ら
に
之
に
後

る
＼
五
年

の
天
寳
四
年

で
あ
る
べ
き
筈

は
な

い
。
且

っ
宗

密
の
此
文
は

「
南
宗
定
是
非
論
」
な
る
も
の
に
擦

つ
鬼
ら
し

い
。
此
論
は
從
來
世
に
傳
は
ら
な
か

つ
た
も
の
で
あ

る
が
、
最
近
敦
焼
地
方
よ
う
出
上
し
、
残
闘
本
で
あ

る
が
、
租
其

一
端
を
知
る
≧
と
が
出
來
る
。
民

,噸

國
十
九
年
胡
適
氏
は

「
紳
會
和
爾
遺
集
」
俗

二
、
及
巻
三
ε
し
て
出
版
し
た
。
同
書
内
題
に
は
、

菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
丼
序

猫
孤
油
撰

と
あ
φ
、
而
し
て
其
序

の
初
に
は
、

姻



弟
子
於
會
和
上
法
席
下
、
見
輿
崇
遠
法
師
論
義
、
便
修
、
從
開
元
十
八
、
十
九
、
廿
年
、
其
論
本
並
不
定
、
爲
修

　

　

　

　

未
成
、
言
論
不
同
、
今
取
廿

一
載
本
爲
定
、
後
有
師
資
血

脈
傳
亦
在
世
流

行
。

と
あ
る
。
帥

ち
南
宗
定
是
非
論
な
る
も
の
は
紳
會

の
門
下
猫
孤
捕

の
作

つ
尤
所
で
あ
る
か
ら
、
紳
會
同
時
の
筆
録
と

稻
し
て
差
支
な

い
。
而
し
て
今
此
序
交
を
見
れ
ば
彼
が
開
元
十
八
、
九
、
一
一
十
、

二
十

一
年

に
亙
う
、
崇
遠
等
と
騨

會
と
の
問
答
の
席
に
侍

し
、
其
筆
録
を
作

つ
禿
竜
の
と
思
は
れ
る
、
但
其
中
何
故
か
開
元
十
入
、
九
及
び
二
十
年
の

筆
録
は
未
定
本
と
し
て
存
し
、
二
十

一
年
の
筆
録
本
だ
け
が
完
成
し
た
、
≧
れ
が
即
ち
此
本
で
あ
る
と

い
ふ
の
ら
し

い
。
然
る
に
之
に
次
ぎ

叉
い
ふ
。

む

む

む

我
裏
陽
神
會
和
上
、
…
…
於
開
元
廿
二
年

正
月
十
五
日
在
滑
壷
大
雲
寺
、
設
無
遮
大
會
、
廣
資
嚴
飾
、
昇
師
子
座

爲
天
下
學
道
者
説
。
(
此
に
師
養
傳
統

の
こ
と
を
説
く
)

又
見
會
和
上
在
師
子
座
読
、
菩
提
達
磨
南
宗

一
門
、
天
下
更
無
人
解
、
若
有
解
者
、
我
絡
不
読
、
今
日
読
者
、
爲

天
下
學
道
者
、
辮
其
是
非
、
爲
天
下
學
道
者
、
定
其
旨
見
。

此
に
開
元
廿

二
年
の
事
實
を
読
く
の
は
甚
だ
奇
怪
で
あ
る
。
若

し
此
廿
二
年

が
廿

一
年

の
誤
爲
で
あ

つ

た

と

す
れ

ば
、
事
實
は
極
め
て
明
了
と
な
る
が
、
若

し
之
が
果
し
て
廿
二
年
で
あ

つ
尤
と
す
れ
ば
、
著
者
が
廿

一
年
本
の
序
文

中
翌
年

の
事
實

を
竜
便
宜
繰
上
げ
著
録
し
た
も
の
と
で
竜
見

る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
若
し
神
會
が
開
元
二
十

一
一
年
に
天
下
學
道
者

の
爲

め
其
是
非
を
辮
じ
其
宗
旨
を
定
め
た
も
の
な
ら
ば
、
何
が
故
に
此

二
十

一
年
本
に

「
南
宗

六
祖
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
七
)
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六
閥
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
八
)

定
是
非
論
L
と
題
し
た
で
あ
ら
う
か
、
是
れ
亦
怪
し
む
べ
き
で
あ
る
。
で
余
輩
は
寧
ろ
序
文
の
開
元
廿
二
年
は
廿

一

年

の
誤
爲

で
あ
つ
禿
と
認
定
し
た

い
の
で
あ
る
。
果
し
て
此
推
測
が
誤
な

い
と
す
れ
ば
、
紳
會

は
開
元
廿

一
年
に
始

め
て
傍
正
頓
漸
の
読
を
以
て
普
寂

に
封
抗
し
た
こ
と
＼
な
る
。
普
寂

は
此
時
八
十
三
歳
、
入
寂
前
六
年
で
あ
り
、
六

租
恵
能
の
滅
後
二
十
年

(
壇
経
に

い
ふ
如

く
先
天
二
年
八
月
入
滅
す
れ
ば
、
絵
四
ヶ
月

)
で
あ
る
。
乃
ち
二
十
年
叉

は
二
十
年
飴
の
預
言
は
全
然
之
と
符
合
す

る
の
で
あ
る
。

一

然
ら
ば
神
會
が
天
寳
四
年
入
京
宗
旨
の
是
非
を
定
め
た
と

い
ム
圭
峯
宗
密
や
景
徳
傳
統
録
の
読
は
如
何
に
之
を
解

程
す
べ
き
か
。

一
は
神
會
同
時

の
記
録
で
あ
り
、

一
は
時
代
は
稽
逞

く
れ
完
φ
と
は

い
へ
、
紳
會
を
距

る
爾
ほ
甚
だ

・

し
く
遠

い
も
の
で
は
な

い
、
の
み
な
ら
ず
宗
密
の
如
き
は
前

に
竜

=
浅
し
禿
如
く
荷
澤
の
流
を
汲
み
其
読
を
鼓
吹
す

る
に
努

め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
租
師

の
事
蹟
を
誤
φ
傳

へ
た
と
も
考

へ
ら
れ
孤
。

必
ら
ず
何
等
か
其
擦
る
所
が

あ

つ
た
に
相
違
な

い
。
此
爾
者
の
記
録

は
互
ひ
に
相
違
し
、

一
見
頗
る
奇
怪
な
や
う
で
あ
る
が
、
其
當
時
の
宗

敏
界

の
事
情
を
仔
細
に
考
察

す
れ
ば
、
是
れ
亦
必
ら
ず
し
も
怪
し
む
に
足
ら
ず
、
而
し
て
爾

奢
共
に
事
實
で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
元
來
紳
會

は
開
元
八
年
南
陽
に
至
り
、
(
宋
高
僧
傳
)
同
十
七
八
年
前
後
滑
藁
に
移
う
住
し
、
二
十

一
年
滑
毫

在
留
の
問
、
始
め
て
南
北
の
傍
正
頓
漸
の
説
を
唱
え
た
の
で
あ

る
。
南
陽
も
滑
毫
も
共
に
今
河
南
府
に
屡
す

る
が
、

洛
陽
よ
う
は
蓬
か
に
東
方
の
地
で
あ
る
。
北
ガ
支
那
は
紳
秀
以
來
北
宗
系

の
最
竜
盛
取
る
所
で
あ

る
。
紳
∵會
が
忽
然

南
方
よ
ゆ
來

つ
て
南
頓
北
漸
の
説
を
唱

乏
、
北
宗
系
を
既
瓢

せ
ん
と
し
て
も
、
容
易

に
其
根
底
を
覆
し
得
な
か
つ
完
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の
で
あ
る
。
特
淀
東
都
洛
陽
を
距
る
頗

る
遠

い
、
比
較
的
邊
鄙
の
地
な
る
に
於

て

を

や
。

是
に
於
て
彼
は
天
寳
四

年
、
北
宗

系
の
根
本
地
盤

た
る
東
都

に
上
う
再
び
前
読
を
此
に
墨
揚

し
π
の
で
あ
る
。
宋
信
傳

に

「
普
寂
之
門
盈
而

後
虚

し
と

い
ひ
、
或
は
「
使
秀
之
門
寂
襖
実
」
と

い
ふ
が
如
き
は
、
實

に
彼
が
洛
陽
に
於
け
る
活
躍

の
結
果
で
あ
る
。

斯
く
考

へ
來
れ
ば
紳
會

の
南
北
宗
旨
の
是
非
を
定
め
た
始
は
、
開
元
二
十

一
年
、
滑
毫
に
於
て

讐
あ

つ
た
が
、
其
實

際
上
功
果
を
畢
げ
得

だ
の
は
寧
ろ
天
寳
四
年
洛
陽
に
移

つ
て
か
ら
で
あ
つ
た
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
而
し
て
こ

れ
は
決
し
て
余
輩
の
輩
な
る
想
像
で
は

な

い
、
余
輩

は
此
た

之
を
謹
明
す

べ

き
二
種
の
記
録
を
墨
げ
得

る
の
で
あ

る
。
其

一
は
圭
峯
宗
密
の
前
記
圓
畳
疏
妙
、
紳
會
傳
末
段
の
文
で
あ
る
。
此
に
は
前
に
引
用
し
禿
天
寳
四
載
入
京
、

大
に
頓
門
の
敷

を
播
揚
し
た
こ
と
を
述
べ
、
之
に
次
ぎ
、

ゆ

然
北
宗

門
下
勢
力
蓮
天
、
天
寳
十
二
年
被
諮
聚
衆
、
敢
融
』～
陽
郡
、
叉
移
式
當
郡
、
至
十
三
載
、
恩
命
量
移
裏
州

至
七
月

父
軟
移
荊
州
開
元
寺
、
皆
北
宗
門
下
之
所
殿
也
。
隔

と
あ
る
。
天
寳
十
二
年
に
は
紳
秀
門
下
の
英
材
普
寂
や
義
輻
の
渡
し
て
後
十
有
絵
年
で
あ
る
。
而
も
術
ほ
其
勢
力

は

紳
會
を
し
て
久
し
く

一
定
の
地
に
安
住
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
完
の
で
あ
る
。
況
ん
や
普
寂

や
義
幅
在
世
の
日
に
於
て

を
や
。
開
元

二
十
年
前
後
滑
毫
の
如
き
邊
地
に
於
て
、
如
何

に
彼
が
大
聲
疾
呼
し
だ
と
し
て
も
、
中
央
都
會

に
於
け

る
北
宗

の
地
盤
は
牢
と
し
て
動

か
し
得
な
か
つ
泥
こ
と

は
明
了
で
あ
る
。
第

二
に
謹
と
す
べ
き

は
歴
代
法
寳
記
の
文

で
あ
る
。
法
寳
記
と
は
何
人
の
作
る
所
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
く
敦
煙

出
土
本
で
今
大
正
藏
経
第
五
十

一

六
狙
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(四
九
)
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六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(五
〇
)

巻
中
に
牧
載
せ
ら
れ
て
居

る
。

此
書
竜
恐
ら
く
紳
會
の
傍

正
論
に
劉
す
る
反
封
論
の

一
資
料
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、

こ
れ
は
弘
怨

の

一
涙
智
読
灘
師
な
る
竜

の
か
ら
腱
寂

、
無
相
を
経
て
大
歴
九
年
に
渡
し
た
無
住
に
至
る
迄
の
傳
統
を

記
し
、
恵
能
の
信
衣
は
轄

々
此
涙
に
傳

は
つ
た
こ
と
を
説

い
禿
襯
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
大
歴
九
年
を
距
る
こ
と
遠

か

ら
ざ
る
時
代
に
於
て
無
住
系
の
も
の
＼
作

つ
た
所
で
あ
ら
う
。
此
中
脚
會

の
事
蹟
を
述
べ

い
ふ
。

む

む

む

　

　

　

　

開
元
中
滑
毫
寺
爲
天
下
學
遣
者
定
其
宗
旨
。

む

　

む

む

　

　

　

　

天
寳
八
載
中
洛
州
荷
澤
寺
亦
定
宗
旨
。

乃
ち
騨
會
が
滑
毫
と
洛
陽
と
に
於
て
重
ね
て
南
北
二
宗

の
是
非
を
論
定
し

陀
こ
と
は
秋
毫
疑
を
容
れ
澱
の
で
あ
る
。

而
し
て

一
は
開
元
年
間
で
あ
ウ
、

一
は
天
寳
年
間
で
あ

つ
禿
こ
と
竜
明
ら
か
で
あ
る
。
此
に
は
軍
に
開
元
中
と
あ
る

の
は
濁
孤
油
の
丈
に
よ

つ
て
其
二
十

一
年
な
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
が
、
次

回
を
以
て
天
寳
八
載
と
な
す

の
は
前
諸

書

の
四
載

と
な
す
の
と
梢
相
違
す
る
が
、
是

れ
は
何
れ
か
の
誤
爲
で
あ

つ
禿
か
竜
知
れ
澱
が
、
何

れ
の
果
し
て
事
實

で
あ
る
か
は
容
易

に
断
言
し
得
な

い
。
或

は
天
寳
四
年
に
滑
塵
か
ら
洛
陽

に
移

う
、
八
年
に
重
ね
て
宗
旨
を
定
め
た

の
で
あ

つ
禿
か
竜
判
ら
諏
。
何
れ
に
し
て
竜
滑
壷
と
洛
陽
と
の
こ
腱
に
於
て
重
ね
て
之
を
論
定
し
た

こ
と
だ
け
は
事

實
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。

談
少
し
く
岐
路
に
入

つ
た
が
、
壇

経
に
於
け
る
二
十
年

の
預
言

の
紳
會
を
暗
示
す
る
こ
と
は
前
述
す
る
所
に
よ
つ

て
明
了
と
な

つ
た
。
然
る
に
明
臓
本
に
あ

つ
て
は
何
故
か
此
預
言
を
削
除
し
、
之
に
代
ゆ
る
に
別
傳
読
く
所
の
七
十

娼



年
の
預
言
を
以
て
し
カ
。
但
明
藏
本
壇
脛
の
此
文

は
前
に
竜

一
言
し
た
如
く
直
接
景
徳
傳
統
録
よ
り
探
り
廉

つ
た
の

で
、
別
傳
か
ら
で
は
な

い
。
或

は
傳
統
録
の
著
者
は
紳
會
の
末
流

で
な
か

つ
π
の
で
、
特
に
神
會
を
暗
示
す
る
如
き

預
言
を
削
去
う
、
紳
會
傳
に
は
歴
史
的
事
實
と
し
で

之
を
墨
ぐ
る
に
止

め
溢
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
七
十
年

の
預
言

は
何

入
を
暗
示
す
る
か
、
殆
ん
ど

全
く
不
明
で
あ
る
。
此
預
言
が
別
傳
に
創
ま
り
、
別
傳
は
六
魍
滅
度
の
後
、
唐
の

建
中
二
年
に
至
る
迄
計
七
十

一
年
に
當
る
と
あ
る
所
か
ら
、
或
は
別
傳
の
著
者
が
自
か
ら
之
に
任
し
て
居
た
の
で
な

か
ら
う

か
と
竜
思

は
れ
る
が
、
別
傳

の
著
者
は
果
し
て
何
人
で
あ

つ
π
か
判
ら

澱
。
叉

一
は
出
家
、

一
は
在
家
の
菩

薩
と
稻
す
る
他

の

一
人
は
吾
人
の
想
像
を
竜
許
さ
澱
所
で
あ
る
。

(
一
〇

)明
藏
本
壇
経
で
は
前
記
七
十
年
預
言

の
前
に
、
恵
能
入
滅

の
後
、
衣
法
何
人

に
付
す
べ
き
か
の
問
答
が
あ

う
、
之

に
衣
ぎ
達
磨
付
法
の
偏
や
心
地
含

諸
種

の
六
禮
の
偏
が
墨
げ
ら
れ
て
居
る
が
、
敦
焼
本
や
興
聖
寺
本
で
は
、

此
等

の
偶
は
彼
二
十
年
の
預
言
の
後
に
記
さ
蝦
、
交
章
が
前
後
倒
置

さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
明
藏
本
で
は
此
二
偶
の

問

に

「
賄
復
日
」
と

い
ひ

一
相
三
昧
、

一
行
三
昧

の
説
が
増
補

せ
ら
れ
て
居
る
が
、
此
等
の
丈
字
は
敦
煙
本
、
興
塁

寺
本
の
何
れ
に
も
存
せ
ざ
る
所
で
あ
る
。
碕
ほ
敦
煙
本
で
は
此
に
達
磨
と
六
租
と
の
偏

の
み
な
ら
ず
蓬
磨
か
ら
六
租

に
至

る
各
組

の
偏
が
載

せ
ら
れ
、
六
組

の
偏
菊
第

一
第
二
と
二
頚
存
す
る
。

既
問

は
三
本
の
共
に
大
に
相
異
な
る
所

で
あ
る
。

敦

焼

本

"

興

聖

寺

本

明

藏

本

山ハ
胆
壇
郷
騨の
書
志
學
的
研
究

(五
一
)
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山ハ
恥阻
壇
纏
の
書
士心
學
的
憎鮒
究

衣
不
合

韓
、

汝
不
信
、

吾

與
請

　
　
　

先
代
五
租
傳
衣
付
法
踊
、
若
擦

第

一
祀
達
磨
頗
意
、
即

不
合
傳

衣
、
聴
吾
與
汝
碩
、
碩

日
、

第

一
祀
達
磨
和
尚
碩
日
、

(
本
)

O

O

O

(
迷
情
)

吾
大
來
唐
國

傳
機
救
名
清

一
花
開
五
葉

結
果
自
然
成

第
二
租
悪
可
和
筒
碩
日
、

本
來
縁
有
地

從
地
種
花
生

當
本
願
無
地

花
從
何
庭
生

第
三
租
僧
環
和
荷
頚
日
、

　
お
　

花
種
錐
田
地

地
上
種
化
生

花
種
無
性
生

於
地
亦
無
生

第
四
祀
道
信
和
荷
碩
日
、

花
種
有
生
性

田
地
種
花
生

若
罪
此
人
、
衣
不
合
傳
、
汝
多

不
信
、
吾
與
汝
読
先
祀
達
磨

大

師
傳
衣
偏
頚
、
擦
此
偶
頚
之
意

衣
不
合
傳
、
偏

日
、

の

む

む

吾
本
來
東
土

一
花
開
五
葉

(
閾

)

む

む

む

説
法
叙
迷
情

結
果
自
然
成

(
五

二
)

然
鑛
先
組
達
磨
大
師
付
授
偶
意

衣
不
合
傳
、
偏
日
、

む

む

む

吾
本
來
弦
工

傳
法
救
迷
情

一
華
開
五
葉

結
果
自
然
成

　

　

　

　

ぬ

う

め

　

　

　

師
復
日
、
諸
善
知
識
、
汝
等
各

　

　

あ

あ

も

　

　

　

　

　

ぬ

々
浮
心
聴
吾
説
法
、
若
欲
成
就

　

　

　

あ

め

　

　

　

も

　

　

種
智
、
須
達

一
相
三
昧

一
行
三

　

　

　

も

あ

　

　

　

　

　

昧
、
若
於

一
切
腱
而
不
住
相
、

　

ゐ

ぬ

ぬ

　

ゐ

も

　

　

　

も

ぬ

於
彼
相
申
不
生
愴
愛
亦
無
取
捨

　

ぬ

も

ゐ

　

　

も

ゐ

　

も

　

不
念
利
盆
成
壊
等
事
、
安
間
悟

も

　

つ

む

あ

　

　

　

　

ら

静
、
虚
融
澹
泊
、
此
名

一
相

三

ぬ

　

　

め

あ

　

　

つ

ぬ

も

昧
、
若
於

一
切
庭
行
住
坐
臥
、

　

ゐ

あ

ぬ

　

　

　

ゐ

や

　

つ

純

一
直

心
不
動
道
揚
、
眞
成
浮

　

　

　

　

ぬ

　

も

　

　

　

土
、
此
名

一
行
三
昧
、
若
入
具

　

　

ぬ

　

　

も

ゐ

　

も

う

二
三
昧
、
如
地
有
種
、
含
藏
長
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先
縁
不
和
合

一
切
藩
無
生

第
五
租
弘
怨
和
荷
頚
白

、

有
情
來
種
下

無
情
花
帥
生

無
情
叉
無
種

心
地
亦
無
生

第
六
祀
恵
能
和
荷
頚
日
、

む

　

心
地
含
情
種

法
雨
即
花
生

む

自
吾
花
情
種

菩
提
果
自
成

能

大
師
言
、
汝
等
聴
、
吾
作
二

頚
取
達
磨
和
荷
頚
意

、
汝
迷
人

依
此
頗
修
行
、
必
當
見
性
、
第

一
頗

日
、

心
地
邪
花
放

五
葉
逐
根
随

共
造
無
明
楽

見
被
棄
風
吹

第

二
頚
日
、

心
地
正
花
放

五
条
逐
根
随

六
顧
壇
継
の
書
志
學
的
研
究

師
日
、
吾
有

一
偶
還
馬
先
聖
大

師
偏
意
、
偏
日
、

む

　

心
地
含
種
性

法
雨
帥
花
生

む

　

む

頓
悟
花
情
尼

菩
提
果
自
成

(
闘

)

　

　

も

う

ぢ

　

ぬ

も

ぬ

ひ

ぢ

養
成
熟
其
實
、

一
相

一
行
亦
復

も

　

　

　

ら

ぬ

　

つ

た

で

如
是
、
我
今
読
法
、
猶
如
時
雨

　

　

も

あ

　

　

あ

あ

　

　

　

普
潤
大
地
、
汝
等
佛
性
讐
諸
種

　

　

　

も

も

　

あ

も

ぬ

子
、
遇
藪
需
沿
、
悉
得
螢
生
、

　

ゐ

あ

　

　

ゐ

あ

ぬ

　

も

承
吾
旨
者
、
決
獲
菩
提
、
依
吾

　

ぬ

も

ゐ

　

も

　

　

　

ぬ

行
者
定
誰
妙
果
、
聴
吾
偏

日
、

む

　

む

む

む

心
地
含
諸
種

普
雨
悉
皆
莇

む

　

む

頓
悟
華
情
巳

菩
提
果
自
成

　

　

ゐ

　

ぬ

　

師
読
偏
已
日
、
其
法
無

二
、
其

　

あ

あ

　

　

も

あ

　

あ

う

も

心
亦
然
、
其
道
清
浄
亦
無
諸
相

　

ゐ

ぬ

も

た

　

　

た

　

　

　

汝
等
愼
勿
観
艀
及
塞
其
心
、
此

　

も

め

あ

り

　

も

　

　

も

ぬ

心
本
澤
無
可
取
捨
、
各
自
努
力

　

ゐ

も

ぬ

も

　

随
縁
好
去
、
爾
時
徒
衆
作
禮
而

退

。
(
五

三
)

,
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穴
祀
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

共
修
般
若
恵

當
來
佛
菩
提

六
租
説
偶
巳
了
、
放
衆
生
散
。

師
読
偏
已
、
令
門
人
且
散
。

(
五
四
)

此
比
較
饗
照

に
よ

つ
て

一
見
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
興
聖
寺
本
は
大
膿
敦
焼
本
に
擦
φ
、
唯
二
祀
以
下
五
租
に
至
る

偏
を
略
し
、

叉
六
租

の
後
の
二
碩
を
除

い
た
の
で
あ
る
。
明
藏
本
は
此
削
正
し
禿
興
聖
寺
本
を
基
と
し
、
前
に
述
べ

た
如

く

一
相
三
昧
、

一
行
三
昧

の
説
丼
び
に
師
、
偏

を
読
郵
巳

つ
て
曰
く
其
齎

無
二
云
々
の

一
段
、
即
ち
前
記
字
傍

批
黙
を
加

へ
た
頗
る
長

い
文
を
新

だ
に
添
加
し
た
之
と
が
判
る
。
所
が
此
新
た
に
加
は
つ
た
二
段
の
文
ば
殆
ん
ど
之

と
同

一
の
丈
句
を
以
て
景
徳
傳
統
録
中
既
に
現
は
れ
て
居
る
。
叉
達
磨
及
び
六
租

の
掲
も
全
然
景
徳
傳
統
鎌

に
載
す

む

む

る
所
と
同
じ

い
。

(
但
六
租
偶

の
第

ご
句
普
雨
悉
皆
萌
の
萌
が
生
と
な

つ
て
居
る
。
)
し
で
見
る
と
景
徳
傳
統
録
の
成

り

れ
る
以
前
、
何
等
か
の
傳
記

の
斯
く
獲
化
し
た
も
の
が
あ
つ
掩
の
で
、
元
代
に
至
ゆ
始
め
て
斯
く
修
正
せ
ら
れ
た
の

で
な

い
之
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
爾
ほ
序
な
が
ら
敦
焼
本
二
租
以
下
の
傳
衣
偶
と
景
徳
傳
統
録
に
載
す
る
所
を
封
照

す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。
二
祀

の
偏
中
一『

四
句
が

「
本
來
無
有
種
、
華
亦
不
曾
生
」
と
獲
ぜ
ら
れ
、
三
租
の
偶

の
三
、
四
句
は

「
若
無
人
下
種
、
華
地
鑑
無
生
」
と
な
り
、
四
租
の
偏

で
は
第

一
句
だ
け
は
同
じ
で
、

二
、
三
、
四

句
は

「
因
地
華
生
生
、
大
縁
與
信
合
、
當
生

生
不
生
」
と
改
め
ら
れ
、
第
五
祀

の
掲
ば

「
有
情
來
下
種
、
因
地
果
還

生
、
無
情
既
無
種
、
無
性
亦
無
生
」
と
発
句

に
渉

つ
て
改
修
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
等
も
傳
統
銀

の
著
者
が
始
あ
て
修

正
し
た
か
否
か
明
ら

か
で
な

炉
。

鎗



(
一
】
)

明
藏
本
井
び
に
興
聖
寺
本
壇
輕
の
巻
末
六
租

の
將
さ
に
減
せ
ん
と
す

る
や
、
法
海
が
和
上
如
何

な
る
敏

法
を
留

め
、
後
代
衆
生
を
し
て
佛
性
を
見
る
を
得
せ
し
む
る
か
と
の
問
に
封
し
、
六
租
は

「
佛
在
衆
生
中
、

一
念
李

直
帥
衆
生
成
佛
」

の
旨
を
述
べ
、
終
に
自
性
眞
佛
偏
な
る
も
の
を
墨
げ
て
あ
る
。
敦
燵

本
に
あ

つ
て
竜
大
髄
之
と
同

様
で
あ
る
が
、
唯
彼
に
於

て
は
此
眞
佛
偶
の
前
に
眞
佛
解
脱
頚
な
る

一
篇

が
挿
入
せ
ら
れ
て
居
る
、
是
れ
は
他

の
二

本
の
全
然
閾
く
所
で
あ
る
。
今
其

交
を
左
に
墨
げ

て
置
く
。

吾
今
敷
汝
、
識
衆
生
見
佛
、
更
留
見
眞
佛
解
脱
類
、
迷
即

不
見
佛
、
悟
者
即
見
、
法
海
願
聞
、
代

々
流
傳
、
世
々

不
絶
、
六
租
言
、
汝
聴
、
汝
興
論
、
後
代
世
入
若
欲
寛
佛
、
但
識

佛
心
、
衆
生
帥
能
識
佛
、
帥
縁
有
衆

〔
生
字
脆
〕

離
衆
生
無
佛

心
、

迷
即
佛
衆
生

悟
即
衆
生
佛

愚
擬
佛
衆
生

智
恵

衆
生
佛

心
劒
佛
衆
生

李
等
衆
生
佛

一
生
心
若
劒

佛
在
衆
生
中

一
念
吾
若
軍

即
衆
生
自
佛

我

心
自
有
佛

自
佛
是
置
ハ佛

自
若
無
佛
心

自

何
庭
求
佛

勿
論
敦
煙
本
以
外
の
二
本
に
は
此
偏
ば

な

い
が
之
と
同
様

の
≧
と
は
長

行
を
以
て
述
べ
ら
れ
て
居
る
。
恐
ら
く
此
偏
…

は
偏

と
し
て
ば
甚
だ
拙
劣
な
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
後
人

之
を
長
行
に
鍵
じ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
で
今

興
聖
寺
本
に
就
き
之
に
相
當
す
る
長
行
を
見
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

自
性
若
悟
衆
生
是
佛
、
自
性
若
迷
、
佛
是
衆
生
、
自
性
奉
等
、
衆
生
是
佛
、
薗
心
邪
瞼
、
佛
是
衆
生
、
汝
等
心
若

六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(
五
五
)
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志
學
的
研
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(五
六
)

瞼

曲
、
即
佛
在
衆
生
中
、

一
念
牢
直
、
帥
是
衆
生
成
佛
、
我
心
自
有
佛
、
自
若
無
佛
心
、
何
威
求
眞
佛
、

而
し
て

≧
れ
は
現
明
藏
本
と
全
然
同
じ

い
。

(
=

一
)
前
に
裾

一
言
し
た
如

く
敦
焼
本
弁
び
に

興
聖
寺
本
壇
輕
の
終
に
は
壇
経
傳
統
者

の
名
を
列
記
し

て

あ

る

が
、
明
藏
本
に
は
全
然
之
を
闘
く
。
而
し
て
敦
焼

本
と
興
聖
寺
本
と
の
間

に
は
其
傳
統
者
淀
多
少
の
増
補
相
違
が
あ

る
。
明
藏
本
の
之
を
除
き
去

つ
セ
の
は
、
或
は
後
世
法
海
系
の
傳
統
者
が
判
ら
な
く
な

つ
た
爲
め
で
は
な
か
ら
う
か

敦

焼

本

此
壇
脛
法
海
上
座
集
、
上
座
無

常
付
同
學
溢
際
、

々
無
常
付
門

入
悟
眞
、
々
々
在
嶺
南
挨
漕
山

法
興
寺
、
見
今
傳
受
此
法
、
如

付
山
法
須
徳
上
座
、
狼
知
心
信

佛
法
、
立
大
悲
、
持
此
纏
以
爲

衣
承
、
於
今
不
絶
、
和
爾
本
是

　
ぽ
　

詔
州
曲
江
懸
人
也
、
如
來
入
浬

盤
、
法
敷
流
東
土
、
共
傳
無
住

興

正

寺

本

至
元
和
十

一
年
、
詔
追
譲
日
大

塵
輝
師
、
事
具
劉
禺
錫
碑
、

泊
乎
法
海
上
座
無
常
、
以
此
壇

経
付
蠣
志
道
、
志
道
付
彼
岸
、

彼
岸
付
悟
眞
、
悟
眞
付
圓
會
、

遽
代
相
傳
付
騰
、

一
切
萬
法
不

離
自
性
中
現
也
。

明

藏

本

年

二
十
四
傳
衣
、
三
十
九
祝
髪

説
法
利
生
三
十
七
載
、
嗣
法
四

十
三
人
、
悟
道
超

凡
者
、
莫

知

其
歎
、
達
磨
所
傳
信
衣
、
中
宗

賜
磨
柄
寳
鉢
及
方
辮
塑
師
眞
相

井
遣
其
、
永
鎮
寳
林
道
揚
、
留

傳
壇
経
、
以
顯
宗
旨
、
興
隆
三

寳
、
普
利
群
生
者
。

麟



即

我
心
無
住
、
此
其
菩
薩
、
説

眞
示
行
實
喩
、
唯
敷
大
智
入
、

是
旨
衣
凡
度
、
誓
修
行
、
修
行

遭
難
不
退
、
遇
苦
能
忽
、
薦
徳

深
厚
、
方
授
此
法
、
如
根
性
不

　　
　

堪
林
量
、
不
得
須
求
此
法
、
違

立
不
徳
者
、
不
得
委
付
壇
脛
、

告
諸
同
道
者
、
今
諸
密
意
。

興
聖
寺
本
で
は
爾
ほ
敦
煤
本
を
受
け
其
當
時
に
至
る
迄
の
徳
統
者
を
補

ひ
暴
げ

た
も
の
ら
し

い
が
、
明
藏
本

で
は
全

然
之
を
除
き
之
に
代
ゆ
る
に
他
の
事
實
を
以
て
し
尤
の
で
あ
る
。

五

壇
維
三
本
の
比
較

(
三
)

(
一
三
)
終
う
に
繹
迦
佛
よ
り
達
磨

に
至
る
付
法
相
承
論
に
就
き

一
言
す
る
。
明
藏
本
壇
輕

に
於
け
る
此
等
付
法
の

入
名
は
、
精
敦
焼
本
や
興
聖
寺

本
と
相
違
す
る
所
が
あ
る
。
軟
焼
本
丼
び
に
興
聖
寺

本
は
殆
ん
ど
相

一
致

す
る
が
、

明
藏
本
壇
輕
は
景
徳
傳
統
錬

や
正
宗
記
と
同

一
で
あ
る
。
而
し
て
前
者
が
比
較
的
古

い
傳
読
で
、
明
藏
本
の
は
現
存

す

る
所
で
は
景
徳
傳
統
鎌

に
始
ま
る
。
元
來
此
付
法
相
承

の
説
は
支
那
に
於
て
は
彼
北
魏
時
代
に
成
れ
る
付
法
藏

因

六
瓢
壇
経
の
露
志
學
的
研
究

(
五
七
)
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六
醍
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(
翫
八
)

縁
傳
が
其
最
初

の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
晴
よ
り
唐

の
初

に
至
る
迄
は
琶
の
學
者
亦

一
般
に
之
に
導

つ
た
も
の
ら
し

い
。
階

の
智
者
大
師
が
其
摩
詞
止
観

の
初
に
畢
ぐ

る
所
、
付
法
傳
と
全
然
同

一
な

る
を
以
て
竜
之
を
知
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
付
法
傳
は
人
の
知
る
如
ぐ
繹
迦
佛
以
後
第
ご
十

三
租
師
子
比
丘
な
る
竜
の
に
至

つ
て
其
傳
統
が

絶
し
た
こ
と

＼
な

つ
て
居

る
。
唐
代
暉
宗

の
盛
と
な

つ
て
後
、
此
師
子
比
丘
か
ら
蓬
磨

に
至
る
迄

の
傳
統
を
増
補
す

る
こ
と

＼
な

つ
た
。
而
し
て
其
資
料
と
な

つ
だ
も
の
は
言
ム
迄
略
な
く
彼
達
磨
多
羅
強
経
で
あ

つ
π
。

(
勿
論
此
場

合
灘
脛
の
蓬
磨
多
羅
と
菩
提
達
磨
と
が
同

一
人
と
見
倣
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
)是
故
に
繹
迦
佛
以
後
迦
葉
よ
り
師

子
比
丘
に
至
る
傳
統
は
大
艦

に
於
て
付
法
藏
因
縁
傳
が
主
ら
其
依
る
所
で
あ
る
か
ら
、
壇
経

に
あ
つ
て
も
三
本
共
大

な
る
相
蓮
は
な

い
。
が
爾
多
少
の
出
入
が
あ
う
、

叉
音
字
に
於
て
竜
異
同
が
あ
る
。
此
等
に
よ

つ
て
見
る
と
師
子
比

丘
以
後
の
傳
統
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
そ
れ
に
あ

つ
て
も
明
藏
本
壇
経
の
此
傳
統
録
は
直
接
敦
焼
本
や
興
聖

寺
本
よ
り
縫
承
し
π
も

の
で

は
な
く
、

景
徳
傳
統
録
叉
は
之
と
同

一
資
料
よ

り
取
り
來
つ
た
こ
と
が
判
る

の
で

あ

る
。

で
此
に
は
便
誼
比
較
の
爲
め
第

一
表
と
し
て
迦
葉
よ
り
師
子
比
丘
に
至
る
迄

の
傳

統
者
を

(
一
)
付
法
藏
因
縁

傳
、
摩
詞
止
観

、
(
二
)
敦
焼
本
歴
代
法
寳
記
、
(
三
)
我
邦
傳
敷

の
蓬
磨
大
師
付
法
相
承
師

々
血
賑
譜
、
圭
峯
宗
密
の

圓
畳
輕
疏
鋤
、
(
四
)
敦
焼
本
拝
び
に
興
聖
寺
本
壇
経
、
(
五
)
景
徳
傳
統
錬
、
正
宗
記
、
明
藏
本
壇
経
に
分
類
し
、
其

岱
入
異
同
を
記
す
こ
と
＼
す

る
。
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付
法
藏
因
縁
傳

摩
詞
止
観

摩
詞
迦
葉

阿

難

商
那
和
修

優
婆
麹
多

提
多
迦
(止
観
作

提
迦
多
)

彌
遮
迦

佛
陀
難
提

佛
陀
密
多

脇
比
丘

富
那
奢

馬

鳴

歴
代
法
寳
記

同同末
田
地

同同同同同同同同
(
作
…
耶
奢
)

同

六
組
壇
郷
凹の
書
志
墨
的
研
究

傳
敏
血
版
譜

宗
密
圓
畳
疏
鋤

同同

,

同同同同同同同同同 同

緬
馨曝

作
富)

敦
焼
本
壇
脛

興
聖
寺
本
壇
繧

同同同同同同同 同 同 同 同

(
五
九
)

景
徳
傳
統
録

正

宗

記

明
藏
本
壇
経

同同同同同婆
須
密

同同
(
作
、
伏
…
)

同同
(
作
…
夜
…
)

同
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山ハ
胆
壇
」脛

の
由肯
志
學
的
研
究

比

羅

龍

樹

迦
那
提
婆

羅
喉
羅

僧
伽
難
提

信
伽
耶
舎

鳩
摩
羅
駄

闘
夜
多

婆
修
桀
多

摩
奴
羅

○

鶴
勒

那
夜
奢

(止
観
作

..・夜
那
)

師

子

同同同同同
(
作
…

那
…

)

同同同同同同
(無
夜
奢
二
字
)

同

同同同同同同同同同同同
(雛
讐
懇

同

同同同

(
六
〇
)

同
ハ興

本
、
作
…
多
)

同

(
同
作

…
那

…
)

同同同同
(
同
作
…
頭

)

同

(
敦

、
興

、
作

、緊

・:
)

同

(
…
同
無
夜
奢

二
字

.

同

同
(
作
迦
眺
羅
摩

)

同同同

(
作
…

多

)

同同
(
作
伽
耶
舎
多
)

同

(
作

…

多

)

同同

(
作
…

頭

)

同

(
作

…
摯

…

)

同同

附
記
-

伽
を
伝
,
舎
を
蓉

、
多

を
駄
、
麹

を
掬
と
作
る
如

き
は

、
古
來
常

に
互

用
す
る
所

で
あ

る
か
ら
、
今
繁
を
避

け
之
を
略
す

る
こ
と

芝
し
た
。

又
第
五
租
の
提
多
迦

を
今
本
止
観

に
は
提
迦
多
と
す
る

の
は
恐
ら
く
誤
爲

で
あ
ら
う
。
第

二
十
二
麗

の
鶴
勒
那
夜
馨

を
、
鶴
勒
夜
那
と
な
す
の

と
夜
那

の
二
字

を
誤
り
倒
置
し
た
も

の
と
思

は
れ
る
。
景
徳
傳
統

録
に
第
十
八
祀
(付
法
傳
等

の
第
十
七
帆
)
伽
耶
舎
多
を
伽
邪
舎
多
と
な
す
如

き
も
古
爲
本

で
は
邪
と
耶
と
は
極

め
て
混
じ
易

い
の
で
、

耶
を
邪

と
誤

つ
た

の
で
あ
る
。

珀



此
に
壇
経

に
就

い
て
注
意
す
べ
き
は

(
一
)
敦
煙
本
井
び
に
輿
聖
寺

本
で
は
付
法
傳
以
來
阿
難
労
出
の
弟
子
と
稔
す
る
末
田
地
を
第
三
租
と
し
、
師
資
相

承
中

に
加
入
し
た
こ
と
。

(
二
)
之
と
同
時
第
六
租
彌
遮
迦
を
相
承
中

よ
り
削
除
し
π

こ
と
。

(
三
)
明
藏
本
で
は
前
二
者

は
付
法
傳
を
躇
襲
す
る
が
'
彌
遽
迦
の
後
第
七
祀
と
し
て
新
た
に
婆
須
密
を
加

へ
た
こ

と
で
あ
る
。
此
中
末
田
地
を
第
三
租
と
し
た
こ
と
は
敦
焼
本
に
始
ま

つ
た
の
で
は
な

い
、
前
表
を
見
て
も
明
ら
か
な

る
如
く
法
寳
記
中
既
に
存
す
る
。
法
寳
記
の
著
者
が
始
め
て
斯
く
麩
更
し
た
か
否
竜
明
了
で
な

い
が
、
元
來
末
田
地

は
商
那
和
修
と
同
時
の
租

師
で
あ

つ
た
と

い
ふ
の
で
あ

る
か
ら
、
後
世
之
を
相
承
中

に
加

へ
た
も
の
も
あ

つ
だ
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
智
者
大
師

の
摩
詞
止
観

に
も

付
法
藏
入
、
始
迦
葉
絡
師
子
二
十
三
入
、
末
田
地
與
商
那
同
時
取
之
、
し則
二
十
四
入

と
も
あ
る
の
を
以
て
見
て
も
、
彼
等
二
入

の
共
に
付
法
の
弟
子
で
あ
る
所
か
ら
.
之
を
列
租
中
に
算

入
し
て
居
た
も

の
が
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
法
寳
記
は
此
列
祀
譜
に
擦

つ
た
も
の
と
思
は
れ
、
敦
焼

本
や
興
聖
寺
本
竜
亦
直

接
之
を
探

つ
た
か
若
く
は
之
と
同

一
資
料
に
糠

つ
た
と
見
る
べ
き

で

あ
る
。
し

か

し
末
田
地
を
祀
師
中
に
列
す
れ

ば
、
其
師
子
に
至
る
迄

は
二
+
四
人
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
が
迦
葉
よ
り
師
子

に
至
る
問
二
十
三
人
を
算
す
る
の
が

付
法
傳
以
來
の
通
説
で
あ
る
所
か
ら
、
途
に
彌
遮
迦
を
除
き
其
二
十
三
人
の
藪
を
保
存
し
た
か
、
或

は
壇
経
の
擦

つ

六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(六
一
)
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六
齢凪
壇
経
の
書
壬
心學
的
研
究

(
穴
二
)

た
原
資
料
に
偶

々
彌
遮
迦
を
誤
脱
し
て
居

控
か
、
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
二
十
三
人

の
中
特
に
彌
遮

迦
の
み
を
創
除
す

べ
き
特
殊
の
理
由
竜
登
見
せ
ら
れ
臓
所
か
ら
見
れ
ば
、
後
の
假
定
が
寧
ろ
可
能
で
あ

つ
禿
か
竜
知
れ

澱
。
明
藏

本
の

婆
須
密
を
第
七
泄
と
し
た
の
は
景
徳
傳
統
録

に
よ

つ
禿
の
で
あ
る
が
、
景
徳
傳
統
録
に
始
ま

つ
た
か
否
は
不
明
で
あ

る
。
唐
代
中
葉
の
傳
説
で
は
後
に
寵
す
如
く
師

子
比
丘
以
後
に
配
せ
ら

れ
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
婆
須
密
は
佛
滅
四

百
年
後
の
出
世
と
竜
傳

へ
ら
れ
る
所
か
ら
、
之
を
適
宜
第
七
組
と
し
禿
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
何
れ
に
し
て
竜
與
聖

寺
本
は
敦
煙
本
に
擦

つ
た
こ
と

は
疑
な

い
が
、
明
藏
本
叉
は
叉
其
所
依
の
景
徳
傳
統
録

は
之
と
系
統
を
異
に
す
る
資

料

に
櫨

つ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
此
事
は
敦
焼
本
や
興
聖
寺
本
が
共
に
佛
陀
密
多
と
書
す
る
を
景
徳
傳
統
録
乃

至
明
藏
本
壇
経
が
同
様
に
伏
駄
密
多
と
な
し
、
前
者
の
富
那
奢
を
後
者

は
富
夜
奢
と
な
し
、
前
者
の
比
羅
が
後
者
は

迦
砒
摩
羅
と
憂
じ
、
前
者

の
僧
伽
耶
含
を
後
者
は
伽
耶
含
多
と
な
し
た
所
を
以
て
見
て
も
容
易
に
之
を
謹
明
し
得

る

の
で
あ
る
。
思
ふ

に
唐
末
か
ら
宋
初
に
至
る
間
斯
か
る
傳
統
譜
が
何
人
か
に
依

つ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

師

子
比
丘
よ
ら
達
磨

に
至
り
傳
統
は
、
唐
代
六
租
以
後
灘
宗

の
盛

に
行
は
れ
、
特
淀
南

北
正
傍
の
謬
論
の
起

つ
て

後
増
補
せ
ら
れ
た
竜
の
で
あ
釦
、
而
し
て
此
に
あ

つ
て
は
そ

の
獲
異
も

一
層
甚
だ
し

い
。

景
徳
傳
統
録
、
正
宗

法

寳

記

(師
子
比
丘
)

舎
那
婆
斯

優
婆
掘

血

脈

譜

同娑
須
密

圓
厩
疏
紗

同優
婆
掘

同 同 敦
煙
本
壇
脛

同
興
塁
寺
本

婆
舎
斯
多

優
婆
掘
多

記
、
明
藏
本
壇
経

同不
如

密
多

轡
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婆
須
密
多

僧
伽
羅
叉

菩
提
達
磨

僑
伽
羅
叉

優
娑
掘

菩
提
達
磨

婆
須

密

信
伽
羅
叉

蓬
磨
多
羅

僑
伽
羅

(婆
須
)

須
婆
密
多

菩
提
達
磨

婆
須
密
多

僑
伽
羅
叉

菩
提
蓬
磨

般
若
多
羅

菩
提
蓬
磨

前
表
に
よ
つ
て
之
を
見
る
に
師
子
比
丘
よ
ウ
達
磨

に
至
る
問

に
補
入
せ
ら
れ
尤
四
師
の
名
稽

は
、

法
寳
記
以
來
興

聖
寺
本
壇
経
に
至
る
迄
全
然
同

一
で
あ
る
。

(
但
興
塁
寺
本
が
含
那
婆
斯

を
後
世
壇

経
の
如
く
婆
舎
斯
多
と
な
す
黙

だ
け
が
濁
む
他
と
相
違
す
る
。
)
し
か
し
其
順
序

は
瓦
ひ
に
相
違
し
、
優
婆
掘
を
補
入
の
第

二
と
す
る
あ
う
、
第
四
と

す
る
あ
り
、
婆
須
密
を
第

二
と
す
る
あ

り
、
第
三
と
す
る
あ
り
、
第
四
と
す
る
あ
釦
、
僧
伽
羅
叉
を
第
三
と
す

る
あ

り
、
第
四
と
す
る
の
が
あ
る
。
如
何
な
る
理
由
に
よ

つ
て
斯

く
相
違
を
來
し
禿
か
。
此
問
題
を
解
決
す
る
爲
め
に
は

先
づ
以
て
此
等
四
師

の
名
稽
を
何

れ
よ
参
し
て
採
來

つ
た
か
を
明
ら
か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
此
に
補
入

せ
ら
れ

禿
四
師
は
前
に
も

一
言
し
禿
如
く
明
ら
か
に
達
磨

多
羅
藤
経
に
本
つ
く
の
で
あ
る
。
暉
経
の
初
め
に
は

佛
滅
度
後
、
尊
者
大
迦
葉
、
奪
者
阿
難
、
奪
者
末
田
地
、
奪
者
舎
那
婆
斯
、
奪
者
優
波
堀
、
奪
者
婆
須
密
、
奪
者

僧
伽
羅
叉
、
奪
者
蓬
磨
多
羅
、
乃
至
奪
者
不
若
密
多
羅
、
諸
持
法
者
、
以
此
慧
燈
次
第
傳
授

と
あ
る
。
即
ち
迦
葉
よ
り
末
田
地
に
至
る
迄
は
既
に
前

の
傳
統
録
中

に
列
墨
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
含
那
婆
斯
よ
り

蓮
磨
多
羅
に
至
る
五
師
を
取
つ
て
此
に
増
補
し
、
最
後
の
蓬
磨
多
羅
と
菩
提
達
磨
と
を
同

一
人
と
な

し

π

の

で
あ

る
。
是
故
に
圭
峯
宗
密
の
如
き
は
列
祀
中

に
は
、
荷
ほ
達
磨
多
羅
の
名
を
存

し
て
あ
る
が
、
其
傳
に
は
支
那
に
來
つ

山ハ謝胆
描楓輕
の
書
志
學
的
研
究

(
六
三
)
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(
六
四
)

て
灘
法
を
弘
め
た
達
磨
其
入
と
な
し
、
法
詑
竜
そ
の
表
中
に
は
菩
提
蓬
磨
と
な
し
な
が
ら
之
に
次
ぎ
、

西
國
二
十
九
代
除
達
磨
多
羅
部

二
十
八
代
也

と
竜

い
ひ
、
同
じ
く
菩
提
達
磨
と
達
磨
多
羅
と
を
同

}
入
物
と
な
し
て
居
る
。
元
來
職
経

に
設
く
迦
葉
阿
難

の
後
の

宋
田
地
と
は
、

い
ふ
迄
も
な
く
傳
統
録
中
、
或

は
第
三
租
と
な
し
、
或

は
阿
難
労

幽
と
な

す

も

の

と
同

一
人
で
あ

り
、
舎
那
婆
斯
と
は
四
組

叉
は
三
租

の
商

那
和
修
で
あ
り
、
次
の
優
婆
嘱
と
は
五
祀

叉
は
四
祀
の
優
婆
麹
多
で
あ
る

こ
と
は
疑
な

い
。
随

つ
て
此
等
租
師
を
ご
十
飴
代
の
後
に
入
れ
ら
る
べ
き
筈
は
な

い
の
で
あ

る
。
が

此
等
の
不
合
理

を
読
く
≧
と
は
今
余
輩

の
目
的
と
す
る
所
で
は
な
い
、
此
で
は
唯
其
所
依
の
何

庭
に
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
足

れ
る
の
で
あ
る
。
で
若
し
此
等
祀
師
の
名
が
灘
経
か
ら
探
り
來
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
其
歴
史
的
で
あ
る
と
否
と

を
問

は
ず
、
其
順
次
は
舎
那
婆
斯
、
優
婆
蠣
、
婆
須
密
、
僧
伽
羅
叉

と
列
せ
ら
る
＼
の
が
當
然
で
あ
る
。
乃
ち
法
寳

記
や
興
聖
寺

本
が
大
騰

正
し
く
、
他
の
諸
本
は
皆
之
を
誤

つ
π
も
の
と
思
ふ
。
斯

か
る
入
物
の
前
後
次
第

を
獲
更
す

べ
き
特
殊
の
理
由
や
事
實
が
存
在
し
た
繹
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
故
意
に
之
を
愛
化
し
禿
竜
の
と
は
考

へ
ら
れ

猟
。
恐
ら
く
後
世
韓
爲
の
際
、
次
第

に
誤
寓
せ
ら
れ
斯
…く
諸
種
灘
㎝異
を
生
ず
る
に
至
つ
た
と
考

へ
る
の
が
穏
當
で
あ

ら
う
。
敦
焼
本
壇
経
竜
後
の
二
人
を
前
後
顛
倒
し
て
居
る
に
關

は
ら
ず
、
興
聖
寺
本
は
正
し
く
藤
脛
の
順
次
を
保
持

し
て
居
る
の
は
、
恐
ら
く
改
修
の
際
之
を
訂

正
し
π
も

の
と
信
ず
る
。
但
此
に
、
一
の
奇
怪
な
る
の
は
、
灘
経
を
始
め

敦
煙
本
壇
輕
に
至
る
迄
、
何

れ
竜
含
那
婆
斯
と
あ
る
の
を
婆
舎
斯
多
と
獲

じ
だ

こ
と
で
あ
る
。
商
那
和
修
と
同
音
を
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表

は
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
舎
那
婆
斯
が
寧
ろ
之
に
近
く
、
婆
含
斯
多
の
誤
次
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な

い
。
興
聖
寺

本
が
優
婆
囑
以
後
の
入
名
の
唐
代
既

に
顛
倒
錯
置
せ
ら

れ
完
竜
の
を
竜
訂
正
し
、
之
を
縄
経
の
順
次
に
複
し
禿
に
關

は
ら
ず
、
婆
含
斯
多
に
の
み
之
を
誤

つ
鬼
の
は
頗
る
奇
怪
で
あ
る
。
し
か
し
之
れ
竜
恐
ら
く
興
聖
寺
本
作
者
の
依

つ

禿
輝
経
が
偶
此
に
誤
爲

さ
れ
て
居
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
婆
舎
斯
多

の
名

は
外
に

は
見
當
ら
な
い
や
う
で
あ
る
か

ら
、
興
聖
壽
本
作
者
が
特
に
之
を
改
獲
す
べ
き
理
由
竜
な
か

つ
た
こ
と

＼
思
ふ
。

景
徳
傳
統
録
以
下
明
藏
本
壇
経
に
至

る
迄
は
、
婆
含
斯
多

の
み

は
興
聖
寺
本
に
よ
り
之
を
蹟
襲
す
る
が
、
優
婆
堀

以
下
三
人
の
名

は
全
然
之
を
創
除

し
、
(
勿
論
婆
須

密
だ
け
は
第
七
租
と
し
て
前
に
補
入
し
禿
、
)
從
奈
の
傳
統
録

に

見
ざ

る
全
然
新

禿
な
る
不
如
密
多
、
般
若
多
羅
の
二
人
を
以
て
之
に
代

へ
た
。
此
中
不
若
密
多
の
名

は
灘
経
に
も
顯

は
れ
て
居
る
が
、
此
に
は

「
奪
者
達
磨
多
羅
乃
至
不
若
密
多
羅
」
と
あ
少
、
不
若
密
多
羅
は
達
磨
多
羅
よ
り
以
後
の

傳
統
者
で
な
く
て
は
な
ら
孤
の
で
あ
る
か
ら
、
不
如
密
、
般
若
、
達
磨
と
次
第
す
る
は
到
底
有
φ
得
べ
か
ら
ざ

る
こ

と
で
あ
る
。
般
若
多
羅
に
至

っ
て
は
麗
経
に
は
其
名
す
ら
現
は
れ
て
居
な

い
。
し
か
し

こ
れ
は
景
徳
傳
統
録
著
者
の

始
め
て
唱

へ
だ
筋

で
は
な
く
、
恐
ら

く
前
者
と
別
系
統
の
傳
読
に
擦

つ
尤
も
の
で
あ
ら
う
。
所
が
束
晋
時
代
慧
観

の

「
修

行
地
不
漂
…観
経
序
」
(
出
三
藏
記
集
巻
九
)
を
見
る
と
、

佛
浬
禦
後
、
阿
難
曲
奉
聖
旨
、
流

行
千
載
、
先
與
同
行
弟
子
摩
田
地
、
摩
田
地
傳
與
舎
那
婆
斯
…
…
傳
此
法
至
於

あ

あ

あ

あ

　

　

ぬ

ぬ

　

　

も

厨
賓

、
轄
至
富
若
蜜
羅
、
富
若
蜜
羅
…
…
後
至
弟
子
富
若
羅

…
…
富
若
蜜
羅
去
世
巳
來
五
十
鹸
年
、
弟
子
去
世
二

六
顧
壇
経
の
書
志
學
的
観
究

(
六
五
)

お
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価
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學
的
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(
山ハ
六
)

た

あ

で

も

　

ぬ

あ

ぬ

十
絵
年
、
曇
摩
多
羅
菩
薩
與
佛
陀
斯
那
倶
共
諮
得
高
勝
、
宣
行
法
本
。

と

い
ひ
、
而
し
て
此
曇
摩
多
羅
が
天
竺
よ
う
來
ウ
、
其
法
を
婆
陀
羅

(
藤
輕
の
課
者
畳
賢
)
と
佛
陀
斯
那

に
傳

へ
た

と
あ
る
。
今

の
壇
経
等
の
傳
統
は
・即
ち
此
読
を
承
け
π
の
で
あ
ら
う
。
此
に

は
明
ら
か
に
次
第
順
序
を
読
き
、
先
づ

舎
那
娑
斯

(
後
の
婆
舎
斯
多

)
を
基
げ
、
次
に
富
若
蜜
羅

(帥
ち
後
の
不
如
密
多
、
)
次
に
富
若
羅

(
後
に
般
若
多
羅

と
憂
ず
、
)最
後
に
曇
摩
多
羅
菩
薩

(
之
を
達
磨
多
羅
帥

ち
菩
薩
達
磨
と
な
す
)
が
此
法
を
相
承
し
た
と
な
す
の
で
あ

る
か
ら
、
其
時
代
の
相
違
は
今
姑
ら
く
之
を
置
く
、
其
順
序
は
全
然
後
世
傳
統
録
や
壇
経
の
傳
読
と
符
合
す
る
。
乃

ち
慧
観
の
言
が
錦
も
後
世
傳
読
の
据

つ
て
生
じ
禿
根
源
で
あ
る
。
而
し
て
爾
ほ
宋

の
契
嵩

の
正
宗
論
(
第
二
編
)
に
は

唐
の
寳
林
傳
を
引
き
、

寳
林
傳
日
、
佛
大
先
乃
蹟
陀
之
弟
子
、
菩
提
蓬
磨
始
亦
學
小
乗
輝
観
於
践
陀
、
後
與
大
先
皆
稟

法
於
般
若
多
羅
。

と

い
ふ
を
以
て
見
れ
ば
、
寳
林
傳
は
今
傳
は
ら
粗
が
、
慧
観
序

に
基
づ
き
此
新

た
な
る
傳
統
を
作
り
、
序
中
の
富
若

羅

を
般
若
多
羅

に
、
從

つ
て
恐
ら
く
富
若
密
羅
を
不
如
密
多
と
な
し
禿
の
で
あ
ら
う
。
何
が
故
に
輝
維
本
文

の
傳
統

を
探
ら
ず
し
て
、
慧
観
序
に
述
ぶ
る
所
を
取
る
に
至

つ
禿
か
は
明
ら
か
な
ら
綴
が
、
或

は
本
文
に
述
ぶ
る
優
波
堀
や

婆
須
密
等
の
遠

く
過
去
の
人
な

る
を
思

ひ
、
慧
観
序
の
如
く
師
資
相
承

の
明
ら

か
に
し
て
達
磨
多
羅
に
直
接
先
て
る

も

の
を
揮
ぶ
に
至

つ
た
の
か
も
知
れ
澱
。
佛
組
統
紀
(
巻

二
十

一
)
に
は
宋

の
子
肪
が
契
嵩

の
二
十
八
租
読
に
勢
し
止

誰
を
作
り
之
を
折

い
た
之
と
を
設
き
、
其
略

に



契
嵩
立
二
十
八
祀
、
妄
擁
輝
経
榮
惑
天
下
、
斥
付
法
藏

爲
謬
書
、
此
由
唐
智
炬
作
寳
林
傳
…
…
炬
妄
陳
於
前
、
嵩

綱
附
於
後
、
濱
観
正
敏
、
蝦
珀
職
宗
。

と

い
つ
た
と
あ
少
、
叉
智
昭
の

「
人
天
眼
目
」
(
巻
五
)
に
も

二
十
四
祀
師
子
奪
者
度
婆
舎
斯
多
、
兼
出
達
磨
達
、
其
録
具
在
唐
會
稽
沙
門
鯉
徹
序
、
金
陵
沙
門
法
〔
智
の
誤
か
〕

炬
所
編
寳
林
傳
。

と

い
ひ
、
何
れ
竜
寳
林
傳
を
以
て
其
始
と
な
す
。
寳
林
傳
の
制
作
の
果
し
て
何
年
で
あ

つ
た
か
は
確
と
し
て
剃
ら

粗

が
'、
繹

氏
稽
古
略
(
巻
三
)
に
は
、

寳
林
傳
、
貞
元
十
七
年
建
康
沙
門
慧
炬
、
天
竺
三
藏
勝
持
、
編
衣
諸
租
傳
法
記
識
及
宗
師
機
縁
、
爲
寳
林
傳
。

と
あ
る
か
ら
、
貞
元
十
七
年

の
頃
に
編
成
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
若
し
貞
元
十
七
年
に
成

れ
め
と
せ
ば

長
慶

の
宗
密
や
我
邦
弘
仁
十
年

の
血
賑
譜
よ
ウ

は
約
二
十
年
前
で
は
あ
る
が
、
太
暦
年
間
に
成
れ
る
法
寳
記

よ
り
は

約

二
十
絵
年
後

る
＼
竜
の
ら
し

い
か
ら
、
達
磨
を
以
て
二
十
八
祀

叉
は
九
租
と
な
す
読
は
必
ら
ず
し
も
寳
林
傳

に
始

ま

る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
寳
林
傳
の
婆
舎
斯
多
乃
至
蓬
磨

に
至
る
傳
統
は
、
法
寳
記
等
第

一
類
の
諸
書
と
其
系

統
を
異

に
す

る
を
以
て
見
れ
ば
、
景
徳
傳
統
録
以
後

の
諸
書

に
見
る
如
き
傳
統
は
、
或

は
寳
林
傳
に
始
ま
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
尚
ほ
前
記
人
天
眼
目
に
は
前
文
の
次
ぎ
に
、

櫨
前
魏
天
竺
支
彊
梁
縷
績
法
記
、
具
明
師
子
奪
者
遇
難
以
前
傳
衣
付
法
之
事
。

六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(六
七
)

砧



六
祀
壇
経
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書
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學
的
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(六
八
)

と
も

い
ふ
。
此
績
法
記
な

る
適
の
は
甚
だ
怪
し
む
べ
き
も
の
で
あ
ウ
、
三
國
魏

の
時
既

に
斯
か
る
傳
統
詮
が
あ

つ
た

と
は
到
底
信
ず
る
に
足
ら
ず
、
支
彊
梁
縷
な
る
竜
の
も
亦
歴
史
的
人
物
な
る
や
否
は
疑
は
し

い
。
何
れ
に
し
て
も
こ

れ
は
後
人
の
傭

作
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、
寳
林
傳
制
作
前
後
或

は
俗
間
斯
か
る
書
が
あ
つ
た
の
で
ら
う
と
思
ふ
。
し

か
し
此
書

は
契
嵩
の
正
宗
記
に
よ
れ
ば
、
過
去
七
佛
よ
φ
二
十
五
租
婆
舎
斯
多
に
至
る
も
の
と

い
ふ
を
以
て
眞
な
釦

と
せ
ば
、
婆
含
斯
多
迄

椅

れ
の
傳
統
読

に
あ

つ
て
美

膿
同
様

で
あ
釦
・
其
異
な
る
所

ば
そ
れ
よ
り
蓬
磨
に
至
る

間
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寳
林
傳
は
或
は
婆
舎
斯
多
ま
で
は
之

に
擦
ウ
、
そ
れ
よ
う
以
後
は
新
た
に
慧
観
序
を

取

つ
て
之
を
補
ふ
た
の
で
あ
ら
う
。
(
婆
舎
斯
多

の
名
も
或
は
寳
林
傳
に
始

ま
つ
た
の
か
竜
知
れ
澱
。
)

も

以
上
略
述
す
る
所
に
よ

つ
て
之
を
見
れ
ば
、
達
磨
二
十
八
叉
九
租
読
は
宋
以
前
唐
代
よ
り
既

に
拝
ぴ
行
は
れ
た
所

で
、
爾
者
共
に
大
膿
は
法
藏
傳
に
本
つ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、

一
は
灘
経
本
文
を
以
て
之
を
補
ひ
、

一
は
慧
観
序
を

以
て
之
を
補
ふ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
景
徳
傳
統
録
の
出
つ
る
以
前

は
、
前
読
が
主
と
し
て
少
く
と
も
有
識
者
間
に

行
は
れ
、
同
書
以
後
ば
專
ら
後
読
が
用
ゐ
ら
る
＼
こ
と
＼
な

つ
た
。
興
聖
寺
本
は
殆
ん
ど
前
者

の
終
を
な
し
禿
も
の

と
思

は
れ
る
。

然
ら
ば
達
磨
を
以
て
二
十
八
、
九
麗
と
な
す
説
は
果
し
て
何
時
頃
よ
φ
し
て
生
じ
た
と
な
す
べ
き
か
。
慧
観
序
に

擦

る
第
二
傳
統
読

(
明
藏
本
系

)
が
若
し
寳
林
傳
か
ら
始
ま
つ
控
と
す
れ
ば
、
貞
元
十
七
年
前
後
か
ら
で
あ

つ
禿
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
粗
。
灘
経
本
文
に
よ
る
第

一
種
傳
読
は
長
慶
年
間
の
圓
畳
疏
井
び
に
之
よ
φ
歎

年
以
前

の
傳
轍
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血
脈
譜
共
に
之
を
傳
ふ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
當
時
は
隙
學
者
間

一
般
に
用
ゐ
た
所
で
あ

つ
泥
ら
し

い
α
而
し
て
若
し

法
寳
記
が
太
暦
年
問
に
制
作
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
爾
抵
之
に
先

つ
ヒ
巴
藪
十
年
、
寳
林
傳
の
成
れ
る
貞
元
十
七
年
よ

ム
竜
二
十
有
飴
年
以
前
、
既
に
少
く
と
も

一
部
の
學
者
に
よ

つ
て
唱
え
ら
れ
尤
も
の
と
信
ず
る
。
最
近
胡
適
氏
は
、

二
十
八
代
之
読
、
大
概
也
是
紳
會
所
侶
、
起
於
紳
會
的
晩
年
。

と
読
き
、
其
謹
と
し
て
第

一
は
敦
焼
本
壇
経
は
神
會

一
系
に
出
す
所
と
な
し
、
既
壇
経

に
は
二
十
八
代
を
説
く
が
故

に
、
第
二
の
謎
と
し
て
は
李
華
の
天
台
宗
左
漢
大
師
碑

に
は
同
じ
く
達
磨
を
以
て
二
十
九
世
と
な
し
、
而
も
左
漢
の

元
朗

は
天
寳
十
三
年
に
卒
し
て
居

る
か
ら
、
此
時
は
紳
會
未
だ
死
せ
ず
、
其
晩
年
に
當

る
か
ら
と

い
ふ
の
で
あ
る
。

し
か
し
此
等
の
理
由
は
甚
だ
薄
弱
で
あ

つ
て
吾
人
の
荷
ほ
容
易
に
信
ず
べ
か
ら
ぎ

る
も
の
で
あ
る
。
六
租
壇
経

の

一

篇

が
紳
會
叉
は
其

一
系

の
も
の
＼
作
る
所
と
な
す
の
が
、
既
に

一
の
假
定
で
あ
る
。
勿
論
南

頓
北
漸
読
は
紳
會

の
始

む
る
所
で
あ
る
か
ら
、
壇
輕
中
の
此
読

は
慶

い
意
義
に
於
け
る
神
會

一
系

の
手

に
出
た
竜
の
と

い
は
る

＼

で

あ

ら

う
。
し
か
し
此
に
吾
人

の
注
意
す
べ
き
は
神
會

一
系
と
は
、
神
會
若
く
は
之
と
同
時
の
紳
會
門
下
と
は
限
ら
ぬ
の
で

あ
る
。
紳
會
以
後
其
説
の
既
に
世
に
行
は
れ
て
か
ら
、
南
宗
系

の
入
に
よ
つ
て
増
補
せ
ら
れ
た
と
し
て
竜
何
等
差
支

な

い
。
叉
左
漢
大
師
碑
に

い
ふ
所
が
、
若
し
左
漢

の
読
を
記
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
左
漢

は
天
寳
十
三
年
歳
八
十

二

を
以
て
卒
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
紳
會
と
同
時
先
輩
で
あ
る
。
紳
會
叉
は
紳
會
系
の
も
の
が
敦
煙
本
壇
経
を
作

つ
た

と
す
れ
ば
、
此
傳
統
は
神
會

叉
は
其

一
系

の
補
の
が
始
め
て
侶

え
た
と

い
ふ
よ
う
も
、
左
漢
の
説
叉
は
之
と
同

一
資

六
組
驚
鼻郷
脳
の
書
出勘
蹴
甲
的
研
究

(
六
九
)
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山ハ
租
壇
郷
…の
書
一志
學
的
研
究

(
七
〇
)

料
に
振

っ
π
も
の
と
な
す
の
が
、
寧
ろ
穏
當
で
あ
ら
う
。
し
か
し
荷
此
に
は
二
個
の
吾
人

の
注
意
を
要
す
る
も
の
が

あ
る
。
其

」
は
李
華

の
左
漢
碑
に
述
ぶ

る
傳
統
は
左
渓

の
言
を
傳

へ
尤
竜
の
と
は
限
ら

諏
之
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
左

漢
が
天
寳
十
三
年
に
卒
し
た
か
ら
と

い
つ
て
、
此
傳
統
読
が
必
ら
ず
天
寳
十
三
年
以
前

に
成
立
し
て
居
π
と
竜
断

言

す
べ
き
で
は
な

い
。
其
前
か
後
か
は
秋
毫
之
を
読
し
得
な

い
。
が
作
者
李
華

は
太
暦

の
初

に
卒
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

先
づ
大
膿
紳
會
と
同
時
在
世
の
入
で
あ
る
。
で
神
倉
時
代
斯
か
る
傳
統
説

の
存
し
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ

る
。
但

李
華

は
此
碑
文
に
南
宗
の

一
涙
の
み
の
傳
統
を
読

い
た
の
で
は
な

い
、
北
宗

も
南
宗

竜
牛
頭
乃
至
天
台
の
灘
迄
も
、

佛
の
心
法
を
相
承
し
た
と
な
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
れ

は
到
底
棘
會
等
の
南
宗

の
み
が
唯

一
正
賑
で
あ
る
と
な
す

読
と
相
容
れ
な

い
。
寧
ろ
其
れ
は
紳
會

叉
は
南
宗
以
外
の
系
統
の
思
想
に
据

っ
た
の
で
な
か
ら
う
か
と
思
ぷ
。
此
等

の
黙
よ
う
見
れ
ば
李
華
の
二
十
九
代
説
が
神
會

叉
は
其

一
系
よ
う
出
た
竜
の
と

は
考

へ
ら
れ
な

い
。
其
二
、
特
に
吾

人

の
注
意
を
要
す

る
は
、
敦
煙
本
壇
経

は
過
去
七
佛
よ
ら
数
免
慧
能
を
以
て
三
十
五
代
と
す
る
、

で
若
し
迦
葉
か
ら

之
を
算
す
れ
ば
二
十
八
代
と
な

る
。
然

る
に
李
華
の
碑
文
に
ょ
れ
ば
達
磨
を
以
て
二
十
九
世
と
な
す
、
恐
ら
く
是
れ

は
法
寳
記
述
ぶ
る
所
と
同

一
で
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
若

し
彼
が
神
會
作
る
所
の
壇
経
に
擦

つ
た
と
す
れ
ば
、
何
が

故
に
之
を
憂
更
し
た
で
あ
ら
う

か
。
余
輩
の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
是
れ
は
寧
ろ
彼
と
其
系
を
異

に
し

力

一
読
で
あ

つ
た
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

一
盤
六
租
の
頃
に
至
る
迄
は
、
逮
磨
以
前

の
傳
統
読
は
暉
學
者
の
措

い
て
問
は
ざ

る
所
で
あ

つ
泥
ら
し

い
が
、
紳
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會

の
正
傍
の
辮
が
侶
え
ら
れ
て
か
ら
、
達
磨
以
前
淀
迄
湖
φ
、
其
傳
統
が
論
ぜ
ら
る
＼
こ
と

＼
な

つ
だ
。
し
か
し
神

會
時
代
(
即
ち
開
元
の
頃
)
か
ら
元
和
時
代
に
至
る
迄
は
、
其
傳
統
説

も
未

だ

一
定
せ
ず
、
學
者
の
問
各
其
見
る
所
に

よ

つ
て
異

つ
て
居
た
ら
し

い
。
開
元
二
十

一
年
紳
會
が
滑
塵
に
あ
り
宗
旨
を
定
め
泥
前
後
、
崇
遠
が

「
唐
國
菩
提
達

磨
翫
構
其
始
、
菩
提
達
磨
西
國
復
承
誰
後
、

叉
経
幾
代
」
と
問

へ
る
に
封
し
、
紳
會
は

い
ふ
。

菩
提
達
磨
西
國
承
偲
伽
羅
叉
、
僧
伽
羅
叉
承
須
婆
蜜
、
須
婆
蜜
承
優
婆
堀
、
優
婆
堀
承
含
那
婆
斯

、
舎
那
婆
斯
承

末
田
地
、
末
田
地
承
阿
難
、
阿
難
承
迦
葉
、
迦
葉
承
如
來
付
、
唐
國
以
菩
提
達
磨
爲
第
八
代
、
西
國
有
般
若
蜜
多

鰹
承
菩
提
達
磨
後
、
唐
國
恵
可
麗
師
承
菩
提
達
磨
後
、
自
如
來
付
西
國
、
與
東
國
総
輕
有

一
十
三
代

(神
會
語
録

第
三
淺
巻
、
敦
燈
本
)

十
三
代
と
は
言
ふ
迄
竜
な
く
六
㍊
慧
能

に
至
る
迄
で
あ
る
。
而
し
て
此
に
墨
ぐ
る
八
代
と
は
、
全
然
前
記
達
磨
多
羅

藤
経
に
擦

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
更
ら
に
崇
遠
が
蓬
磨
の
何
故
に
八
代
な

る
こ
と
を
知
る
か
と
の
問
に
封
し
て

は
、援

縄
序
中
、
具
明
西
國
代
藪
、
叉
惑
可
灘
師
親
於
於
嵩
山
少
林
寺
問
菩
提
達
磨
、
答

一
如
醐
経
序
中
詮
。

と
あ
る
。
勿
論
恵
可
が
達
磨
に
斯

か
る
こ
と
を
聞

い
た
杯
と
は
事
實
到
底
有
り
得
べ
か
ら
ざ

る
之
と
で
あ
り
、
是
れ

は
慧
可
が
法
を
達
磨

に
問
ふ
を
と

い
ふ
文
を
神
會
が
付
會
強
辮
し

陀
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
紳
會
時
代

は
達
磨

の
西
天
傳
統
説
の
始

め
て
起

つ
た
時
で
、
時
代

の
遠
近
如
何
を
問

は
ず
、

一
に
灘
経
述
ぶ
る
所
を
以
て
其
儘

六
組
壇
経
の
心書
士榔
　學
的
研
究

(七
一
)
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大
寵
壇
純
の
書
志
學
的
研
究

(七
二
)

達
磨

の
傳
統
と
な
し
カ
こ
と
を
知

る
べ
き
で
あ
る
。
筒
ほ
序

に

一
言
す
べ
き
は
紳
會
の
顯
宗
謹
で
あ
る
。
今
此
文
は

景
徳
傳
統
録

(巻
三
十
)
に
牧
載
せ
ら
る
＼
が
、
近
時
敦
焼

よ
う
も
出
土
し
た
。
之
に
は
頓
悟
無
生
般
若
頚
と
題
し
、

霧
首
は
飲
け
て
居

る
が
、
中
間
よ
り
終

は
全

い
。
現
行
本
と
多
少
文
字
の
異
同
出
入
は
あ
る
が
、
内
容
は
先
づ
大
膣

に
同
様
で
あ
る
。
所
で
現
行
本
で
は
其
末
に

　

ぬ

む

ぬ

わ

ぬ

つ

め

も

ぬ

つ

ら

ぬ

や

ぬ

　

ぬ

で

あ

つ

ぬ

　

　

菩
薩
慈
悲
逓
相
傳
受
、
自
世
奪
滅
後
西
天
二
十
八
魁
、
共
傳
無
佳
之
心
、
同
読
如
來
知
見
、
至
於
達
磨
、
届
此
爲

初
。

と
あ
り
、
紳
會
が
既
に
達
磨
二
十
八
鵜
税
を
侶
免
尤
如
く
見

へ
る
が
、
敦
焼
本
に
は
自
世
愈
以
下
前
記
批
黙
の
部
分
、

四
句

二
十
三
字
が
な

い
、
恐
ら
く
≧
れ
は
後
人
の
増
補
し
だ
所
で
あ
ら
5
。
胡
適
璃
は
之
を
以
て
紳
會
が
晩
年
其
読

を
獲
じ
禿
も
の
と
竜
考

へ
て
居

る
が
、
≧
れ
は
軍
に
想
像
で
あ

つ
て
、
何
等
信
ず
べ
き
理
由
は
な

い
。

敦
焼
出
土
本
に
は
叉
榜
伽
資
持
記
な

る
竜
の
が
あ
る
。
此
に
あ

つ
て
は
榜
伽
経
の
翻
諜
者
求
那
践
陀
羅
を
以
て
灘

の
第

一
租
と
な
し
、
達
磨

は
其
法
を
縫

い
だ
竜
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ
は
宛
も
天
台

に
於
て
龍
樹
を
以
て
始
粗

と
な
し
、
慧
文
、
慧
患
と
次
第
相
承
し
た
と

い
ふ
の
と
同
様
で
あ
る
。
資
持
記

は
景
徳
傳
統
銀
で
は
弘
忍
の
門
よ
う

出
凌
と

い
ふ
玄
願
の
弟
子
澤
畳
の
作

る
所
と

い
ふ
。
漂
畳
の
生
卒
年
代
は
明
ら
か
な
ら

漁
が
、
王
維

の

「
大
唐
大
安

國
寺
故
大
徳
澤
畳
師
塔
銘
」
に
擦
れ
ば
、
津
畳
は

「
姓
章
員
孝
和
皇
帝
庶
人
之
弟
也
」
と
あ
る
か
ら
先
づ
開
元
時
代

前
後
淀
在
世
し
疫
人
か
と
思
ふ
。
で
或

は
既
説
が
達
磨

の
傳
統
を
説

い
た
始
め
て
の
竜

の
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
額
。
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砺
し
て
之
に
封
し
太
暦
年
間

に
成
れ
る
と
思
は
る
＼
前
認
法
寳
記

の
二
十
九
代
説
が
起

つ
た
の
で
は
な
か
な
う
か
。

で
法
寳
記
に
は
前
記
達
磨
以
前

の
傳
統

を
読

い
た
後
、

有
東
都
沙
門
漂
豊
師
、
是
玉
泉
棘
秀
灘
師
弟
手
造
樗
伽
師
資
漁
脈
起

一
巷
、
接
引
宋
朝
求
那
甑
陀
三
藏
爲
第

一
誼

不
知
根
由
、
或
翫
後
學
、
云
是
達
磨
祀
師
之
師
求
那
践
陀
、
自
是
繹
維
三
藏
小
乗
學
人
、
不
是
暉
師
、
諜
出
四
雀

携
伽
経
、
非
開
受
娚
伽
経
與
達
磨
租
師
、
蓬
磨
租
師
自
二
十
八
代
、
首
尾
桐
傳
、
承
僧
伽
羅
叉
、

と
蓮
べ
て
居
る
。
此
に
は
浮
畳
を
以
て
秀
輝
師

の
弟
子
と
あ
る
。
王
偉
塔
銘
に
は

「
聞
東
京
有
願
灘
師
、
乃
脱
履
戸

前
、
福
衣
座

下
」
と

い
ひ
、
願

の
門
人

で
あ

つ
た
こ
と
は
疑
な

い
が
、
搬
は
或

は
神
秀
の
弟
子
で
、
景
徳
傳
統
録
が

誤

つ
て
居
る
の
か
も
知
れ
諏
。
樗
伽
の
繹
者
彌
陀
を
小
乗
學
人
と

な

す
の
は
多
少
誤

つ
て
居
る
。

践
陀

は
開
元
録

(
巷
五
)
に
竜
「
以
大
乗
學
故
世
號
摩
詞
術
」
と
も
あ
参
、
携
伽
以
外
勝
髭

等
藪
部

の
大
乗
経
典
を
竜
繹
出
し
て
居
る
。

し
か
し
彼

は
比
較
的
多
く
小
乗
輕
典
を
竜
出
し
、
叉
阿
關
若
習
灘
経
(
閾
本
)
の
如
き
小
乗
照
経

と
も
思

は
る
＼
竜
の

を
蔦
繹
し
て
居
る
の
で
、
或
は
此
に
は
小
乗
學
人
と
稻
し
た
の
か
竜
知
れ
膿
。
兎
に
角
践
陀
を
以
て
達
磨
の
師
と
な

す
に
勤
し
、
法
寳
記
は
二
十
九
頑
読

を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
爾
ほ
此
資
持
記

の
著
者
は
無
相
の
弟
子
ら
し
く
、
而

し
て
無
相
は
庭
寂
を
遽
じ
智
読

の
門
人
で
あ
う
、
智
読

は
弘
忽
の
門
か
ら
出
た
竜
の
で
あ
る
。
同
じ
く
弘
忍
の
門
よ

り
出
た
と
し
て
竜
、
前
の
澤
畳
と
稽
其
系
統
が
異
な

つ
て
居

だ
の
で
あ

る
。
二
+
九
代
説
は
前
記
李
華

の
左
漢
大
師

碑
に
竜
載

つ
て
居

る
か
ら
、
太
暦
前
後

に
至
る
迄
も
世
に
侶

之
ら
れ
控
こ
と
が
判

る
。
達
磨
二
十
八
代
説
は
現
行
本

六
粛
壇
経
の
鐙臼志
學
的
、研
一究

七
三
)
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顯
宗
起

の
文
を
し
て
後
世
麗
入
と
す
れ
ば
、
我
邦

の
傳

敏
、
圭
峯
の
圓
畳
疏
を
以
て
最
古

の
竜
の
と
見
な
け
れ
ば
な

ら

漁
。
圭
峯
の
擦

る
所
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
傳
敷

は
其
血
脈
譜

に
「
謹
案
傳
法
記
云
」
と

い
ひ
、
傳
法
記
な
る
も
の

を
引

い
て
あ
る
。
傳
法
記

は
其
前
丈
に
叉
西
國
佛
組
代

々
相
承
傳

法
記
と
も
稻
す
る
。
斯

か
る
書
が
何
人
の
作
か
明

ら
か
な
ら
纐
が
當

時
世
に
行
は
れ
、
傳
敏
も
之
と
同
時
の
圭
峯
竜
之
に
嬢

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
傳
敏
の
越
州
録

を
槍

す
れ
ば
其
中

「
西
國
付
法
記
」

一
巻
な
る
も
の
が
あ
る
、
是
れ
が
帥
ち
前

の
傳
法
記
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
越
州
鋒
は

傳
教
が
唐

の
貞
元
二
十

一
年
に
爲
得
來

つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
既
に
支
那
に
行
は
れ

π

も

の

に
相
違
な

い
。
爾
臼
樂
天
の

「
西
京
興
善
寺
傅
法
堂
碑
銘
並
序
」
に

は

繹
迦
如
來
欲
浬
薬

時
、
以
正
法
密
印
、
付
摩
訂
迦
葉
、
傅
至
馬
鳴
、
又
十

二
葉
傳
至
師
子
此
郎
、
及
二
十
四
葉
傳

至
佛
陀
先
那
、
先
那
傳
圓
畳
達
磨

と

い
ふ
。
此
碑
は
白
樂
天
が
元
和
十
二
年
六
祀
下
再
傳
馬
租
道

一
の
弟
子
惟
寛
(
大
徹
)
の
率
し
尤
記
念
の
爲

め
建
て

た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
元
和
頃
の
傳
説
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、

二
十
四
葉
佛
陀
先
那
に
傳

へ
、
先
那
か
ら
達
磨

に
傳

は
つ
た
と
す
れ
ば
、
蓮
磨

は
正
し
く
二
十
五
代
と
な
る
課
で
あ
血
、
從
來
の
諸
説
と
補
頗
る
相
達
す
る
。
(
其
銘
の
中

　

　

　

　

　

に
は

「
佛
以

一
印
付
迦
葉
、
至
師
〔
大
徹
〕
五
十
有
九
葉
」

と
の
句
も
あ

る
が
、
五
十
有
九
と

は
何
等
か
の
誤
爲
で
あ

ら
う
、
如
何
様

に
之
を
許
算
す
る
竜
五
十
九
の
歎

は
之
を
得
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
)
佛
陀
斯
那

(
叉
は
佛
太
先
)
と

は
灘
纏
の
慧
遠

や
慧
観

の
序
に
竜
共
名
を
出
し
て
あ
る
が
、
何
れ
竜
達
磨
多
羅
と
同
門
の
弟
子
で
、
達
磨
は
東
土

に



來
釦
、
先
那
は
西
天

に
あ

つ
て
其
法
を
弘

め
た
と

い
ふ
。
此
先
那
を
以
て
達
磨
に
法
を
傳

へ
た
と
す
る
の
は
、
甚
だ

奇
怪
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
事
實

の
眞
備
は
今
此
に
論
じ
る
所
で
は
な

い
。
元
和

の
頃
に
至
る
迄
斯

か
る
傳
読
が

一

部
學
者
の
間
に
侶
え
ら
れ
、

二
十
八
叉
は
二
十
九
租
説
の
荷
ほ

一
般
祇
會

に
行
は
れ
な
か

つ
禿
≧
と
を
知

る
ぺ
き
で

あ
る
。

余
輩
の
想
像
す
る
所
に
よ

つ
て
見
れ
ば
、
彼
の
天
台
が
龍
…樹
を
以
て
租
師
と
な
し
、
澤
土
敏
家
が
龍
樹
天
親
の
法

を
傳

へ
π
と
な
す
が
如
く
、
灘
家
竜
先
づ
初

め
に
は
浮
畳

の
携
伽
の
鐸
者
求
那
蹟
陀
を
以
て
達
磨

の
澱
師
と
な
す
読

が
起

つ
禿
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
し
か
し
践
陀
は
繹
輕
者
と
し
て
は
知
ら
る
＼
が
、
蓬
磨
灘
か
傅

へ
禿
痕
蓮
も
な

い

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
肚
會

は
灘
経
に
説
く
所
を
附
會
し
、
達
磨
七
代
説
を
唱

之
禿
の
で
あ
ら
う
、
而
し
て
之
れ
は
何

れ
も
開
元
年
間
、
六
租
入
滅
移
遠
か
ら
ざ
る
時
代
の
之
と
で

あ

る
。
し

か

し
佛
滅
か
ら
達
磨
に
至
る
約

一
千
年

の

問
、
僅
か
に
七
代
と
す
る
の
は
絵
り
に
不
合
理
で
あ
る
所
か
ら
、
次
に
は
付
法
藏
傳

と
灘
経
と
を
蓮
結
し
、
此
に
二

十
九
代
読
が
成
立
し
た
、

こ
れ
が
天
寳
の
末
年
か
太
暦

の
問
の
こ
と
で
あ
る
。

(
李
華
左
漢
大
師
碑
法
寳
記

)
傳
歎

や
圭
峯

の
二
十
八
代
説
は
、
要
す
る
に
阿
難
の
次
に
末
田
地
を
列
す

る
か
否
に
於
て
二
十
九
代
説
と
相
違
す
る
だ
け

で
あ
る
。
元
來
末
田
地
は
付
法
傳
に
於
て
は
之
を
傍
出
と
す
る
の
て
あ
る
か
ら
、
之
を
租
師
世
系

に
列
す
る
に
多
少

せ

不
合
理
な
黙
が
な

い
で
竜
な

い
、
で
付
法
傳

の
本
文
に
擦
う
之
を
除
外
す
る
こ
と
＼
な
φ
、
此
に
二
十
九
代
が
二
十

八
代
読
と
灘

つ
禿
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
傳
教
の
所
謂
傳
法
記
な
る
も
の
が
何
時
制
作
せ
ら
れ
た
か
判
ら
澱

六
組
壇
脛
の
書
志
學
的
研
究

ー

(七
五
)
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が
、
約
太
暦
以
後
貞
元
の
頃

に
至
る
問

の
こ
と
で
あ
ら
う
。
し
か

し
此
等

二
十
八
代
読
は
灘
経

の
本
文
に
よ

つ
て
師

子
比
丘
以
後
を
補
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
租
師
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
遙
か
古
代
の
人
物
で
あ
り
・
之
を
直
ち

に
苦
提
達
磨

に
接
す
る
は
歴
史
的
に
頗

る
首
肯

し
難

い
所
か
ら
、
舎
那
婆
斯
以
下
諸
師
の
名

を
削
ム
、
或

は
之
を
前

に
補
入
し
、
新

た
に
慧
観
の
序
文
に
よ
う
不
如
密
多
、
般
若
多
羅
の
二
人
を
駄
て
之
を
代

へ
・
景
徳
傳
統
鍮
以
降
見

る
所
の
形
を
な
し
た
、
而
し
て
之
れ
が
寳
林
傳

に
本
つ

く
と
す
れ
ば
、
貞
元
十
七
年
頃
に
成
れ

る
も
の
と

い
は
な
け

れ
ば
な
ら

澱
。
斯

く
考

へ
來

る
と
、
蓬
磨
傳
統

説
の
次
第
に
獲
化
し
來

つ
禿
順
序
並
び
に
其
理
由
が
善
く
明
了
と
な

◎
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
元
和
の
頃
迄
は
世
間
荷
ほ
多
少
の
異
読
が
行
は
れ
、

一
定
す
る
所
が
な
か

つ
た
・
の
み

な
ら
ず
宋

の
初

に
至
る
泡

は
、
寳
林
傳

の
説
が
最
後

に
顯

は
れ
尤
に
關

は
ら
ず
、
學
者
は
之
を
取
ら
ず
、
霞
ろ
圭
峯

等
の
読
を
奉
じ

て
居

た
竜
の
ら
し

い
。
思
ふ
に
寳
林
傳

は
元
來
俗
書

で
、
契
嵩

の
正
宗
論
に

「
其
丈
字
鄙
俗
、
序
致

煩
説
、

不
類
學
者
著
書
」
と
ま
で
評
せ
ら
る
＼
如
く
、

一
般
學
者
の
護
む
所
と
な
ら
な
か

つ
尤
に
封
し
、
前
者
は
圭

峯

の
如
き
其
學
識

藤
息

一
代
に
卓
越
し
だ
も
の
が
、
其
著
作

に
明
記
し
π
が
爲
め
、
其
読
は
永

く
後
世
に
行
は
る
＼

に
至

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
宋
時
代
歴
史
的
研
究
が
進
む
に
随

ひ
、
俗
書

で
竜
寳
林
傳
が
寧
ろ
事
容
に
近

い
所

か
ら
、
馨

景
徳
傳
統
録
以
後
專
ら
之
に
讐

や
う
警

と

＼
な

つ
泥
の
で
あ
ら
う
・
而
し
て
敦
煙
本
並
び
に
興
聖

寺
本
は
内
容
に
於
て
は
蓬
磨

二
十
九
代
読
に
相
似
、
而
竜
何
故
か
彌
遮
迦
を
除

い
禿
が
爲
め
二
十
八
代
設
の
形
を
保

持
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

74



(
一
四
)
此
篇
を
絡
る
に
臨
み
樹
ほ
最
後
に
敦
焼
本
に
就
き

=
爵
附
記
し
て
置
き
た

い
。
前
に
引
用
し
尤
郎
侍
郎
作

の
六
租
法
寳
記
叙

に

「
六
組
之
読
、
余
素
敬
之
、
患
其
爲
俗
所
増
損
、
而
文
字
鄙
僅
繁
雑
殆
不
可
考
」
と

い
ふ
も
の

は
、
果
し
て
敦
燈
本
を
意
義
す
る
か
否
を
知
ら
顧
が
、
敦
燵
本
壇
纒
も
其
文
字
頗
拙
劣
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
誤
爲

誤
字
乃
至
同
音
互
用
の
字
甚
だ
多
く
、
意
義

の
頗
る
明
了
を
映
く
所
も
少
く
な

い
。
中
に
就
き
吾
人
の
稚
興
昧
を
戴

ず
る
の
は
其
互
用
の
字
で
あ
る
。
唐
代
俗
間
如
何
に
翫
難
に
同
音
字
を
互
用
し
て
居
た
か
の

一
班
を
知
る
爲

め
、
左

に
之

を
列
墨

し
て
置
か
う
。
(
初
に
墨
ぐ
る
所
は
敦
焼
本
に
用
る
も
の
、
括
孤
内
の
は
そ

の
正
字
で
あ

る
。
)

姓
(性
)

假
(
繋
)

西
(
星
)

海
(悔
)

指
(
旨

)

浮
(
静

)

油
(
由
)

流
(
留
)

明
(
迷
)

'
敬
(
境
)

志
(
至
)

聞
(
丈
)

摩
(
魔
)

性
(
聖
)

悟
(
吾
)

鏡
(
境
)

名
(
命
)

議
(
疑
)

僧
(
曾
)

花
(
化
)

弟
(
定
)

名
(
迷
)

章
(
障
)

到
(
倒
)

諦
(
帝
)

聞
(
問
)

性
(
世
)

懸
(
願
)

門
(
問

)

量
(慮

)

溢
(導
)

徳

(
得
)

敬
(
啓
)

求
(
救
)

清
(
情
)

名
(
明
)

遇
(
愚

)

問
(
聞

)

幸
(
行

)

保
(
報
)

等
以
て
之
を
推
測
す
べ
き
で
あ
る
。

・
叉
敦
焼
本
の
文
章
が
如
何
に
錯
観
顛
倒
し
て
居
る
か
の

一
例
と
し
て
、
興
聖
寺
本
、
第
十

一
敢
示
十
信
博

法
門
の

山ハ
祀
壇
経
の
書
志
趨
　的
研
究

(
七
七
)



六
腿
壇
経
の
書
志
學
的
硯
究

初
五
…封
、
十

二
勤
、
十
九
封
等
の
文
を
墨
げ
て
置
く
。

敦

燈

本

外
境
無
情
勤
有
五
、
天
與
地
勤
、
日
與
月
甥
、

　

　

　

暗
與
明
甥
、
陰
與
陽
封
、
水
與
火
封
、
語
輿
言

　

　

　

　

　

謝
、
法
與
相
…勤
、
有
十

二
勤
、
有

爲
無
爲
〔
封
〕

有
色
無
色
勢
、
有
相
無
相
獣
、
有
漏
無
漏
勢
、

　
　
　

　
　
　

色
與
塞
個封
、
動
與
浮
勢
、
清
輿
濁
甥
、
凡
與
性

　お
　

　
ぷ
　
　げ
　

勢
、
僧
與
俗
勢
、
老
輿
少
覇
、
大
々
與
少
々
鋼

　

あ

　
か
　
　

　

　

　

た

　

　

長
輿
短
勢
、
高
輿
下
劉
、
自
性
居
起
用
覇
有
十

九
勤
、
邪
輿
正
劃
、
療
與
恵
甥
、
愚
興
智
劃
、

　
　
　

観
與
定
勤
、
戒
興
非
罫
、
直
與
典
遡
、
實
與
盧

　

　

ゐ

あ

封
、
瞼
與
亭
封
、
煩
拶
輿
菩
提
封
、
慈

輿
室
翼

喜
與
瞑
封
、
捨
與
樫
翼
、
進
與
退
野
、
生
與
滅

鋼
、
常
與
無
常
…勤
、
法
身
興
色
身
甥
、
化
身
與

　

む

ゐ

ぬ

ぬ

　

　

ゐ

も

　
　
　
　

報
身
封
、
鱒
與
用
甥
、
性
與
相
〔
樹
〕
有
清
無
親

(
七
八
)

虚

興
聖
寺
本
(
明
藏
本
)

外
境
無
情
五
饗
、
天
與
地
劃
、
日
與
月
蟄
、
明

與
暗
罫
、
陰
與
陽
封
、
水
與
火
…封
、
此
是
五
個封

也
、
法
相
藷
言
十
二
封
、
語
興
法
封
、
有
與
無

勢
、
有
色
與
無
色
封
、
有
相
與
鉦
箱

勤
、
有
漏

與

無
漏
封
、
色
與
塞
野
、
動
與
静
封
、
清
與
濁

封
、
凡
與
聖
封
、
僑
與
俗
封
、
老
與
少
劃
、
大

與
小
封
、
此
是
十
二
封
也
。
自
性
記
用
十
九
甥

長
輿
短
封
、
邪
與

正
郵
、
療
與
慧
封
、
愚
與
智

封
、
観
與
定
饗
、
慈
與
毒
封
、
戒
與
非
封
、
直

與
曲
劉
、
實
與
虚
勢
、
瞼
與
李
甥
、
煩
幡
與
菩

提
野
、
常
與
無
常
勤
、
悲
與
害
勤
、
喜
與
瞑

封

捨
與
樫
封
、
進
輿
退
劃
、
生
與
滅
鋤
、
法
身
與

色

身
劃
、
化
身
與
報
身
勢
、
此
是
十
九
封
也
。
」



法
相
を
も
其
中
に
列
器
す
る
が
爲
め
實

は
七
封
と
な
・9
、
而
し

て
次
の
十
二
封
と
は
何
の
十
二
甥

か
更
ら
に
判
ら
澱
こ
と
＼
な

つ
π
。
帥
ち

「
語
與
言
獣
、
法
與
相
封
」

は

「
法
相

・語
言
」
の
誤
爲
で
あ

る
。
次
の
十
二
封
の
中

「
語
與
法
封
」
が
前
の
五
甥
中
に
繰
上
げ
ら
れ
た
代

ウ
、
終
の
十
九
封

中
の
長
短
と
、
更
ら
に
新
禿
に
高
下
の
二
を
加

へ
、
其
歎
十
三
と
な

る
。
最
後

の
十
九
樹
に
は
長
短
が
十
二
鋼

の
中

に
加

へ
ら
れ
、
新
た
に
騰
用
、
性
相
、
有
親
無
親
の
三
劃
が
増
加
せ
ら
れ
た
、
而
竜
中
間
慈
と
毒
、
悲
と
害

の
二
勤

が
映
け
、
之
に
代

る
に
唯
慈

と
塞
と

の

一
を
以
℃
し
た
る
よ
め
、
全
歎
二
十
と
な
る
。
其
本
丈
の
錯
観
以
て
知

る
ぺ

き
で
あ
る
。
樹
ほ
最
後
に
「
言
語
と
法
と
に
十
二
封
あ
O
、
内
外
境
に
五
勢
あ
φ
、
三
身
亦
三
封
な
り
」
と

い
ム
が
、

此
で
は

「
都
合
三
十
六
封
」
と

は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
此
等
は
實
に
奇
怪
な
る
誤
爲

で
あ
る
。

敦
煤
本
壇
脛

は
斯
く
善
本
と
は
稽
し
得
な

い
も
の
で
は
あ
参
、
叉
之
れ
が
決
し
て
壇
経
最
初

の
形
で
竜
な

い
、
が

之
あ
る
に
よ

つ
て
吾
人
は
唐
末
に
於
け
る
壇
経

の
如
何
な
る
も

の
で
あ

つ
た
か

讐
判
う
、
叉
興
聖
寺
本
は
多
少
之
を

修
正
し
た
と
は
い
へ
、
樹
ほ
大
膿

に
於
て
唐
本
を
縫
承
し
た
も
の
禿
る
≧
と
竜
明
ら
か
に
し
得

る
黙
に
於
て
、
吾
人

に
貴
重
な
る
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
現
藏
本
は
興
塗
寺
本
を
基
礎
と
し
π
と

は

い
へ
、
既
に
其
篇
章
を
も

前
後
錯
置
し
、
曾
漢
別
傳
や
景
徳
傳
統
録
や
恐
ら

く
叉
契
嵩

の
三
巻
本
等
を
竜
雑
糠
し
、
更
ら
に

一
層
増
補
し
成
れ

六
謝胆
壇
経

の
露
四志
愚
Ψ的
研
究

(
七
九
)

す劉
、
言
語
與
法
有
十
二
勤
、
内
外
境
有
無
五
封

三
身
有
三
…封
、
都
合
成
三
十
六
個封
法
也
。

帥
ち
第

一
の
外
境
の
五
封
中
、
敦
焼
本
で
は
語
言
、
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六
麗
壇
経
の
書
志
離
的
研
究

(
八
〇
)

る
の
で
、
壇
脛
の
奮
を
去
る
之
と
愈
遠

く
、
六
窟

の
面
目

は
愈
澱
乎
と
し
て
認

め
難
き
に
室

り
た
の
で
あ
る
。

(
附
記
ー

余
輩

が
初

め
本
篇
起
稿

に
際
し

て
は
、
最
後

の
結
論
と
し
て

「
六
組
壇
経

の
作
者

舛
び
に
年
代
考
」

の

一
章
を
附
す

る
豫
定

で
あ

っ
た

が
、
蝕
り

に
紙
敏
を
費
す

こ
と
多
く
な

つ
た

が
爲

め
、
本
篇

は

一
先
づ
此

に
欄
筆

す
る
ζ
と

、
な
し
、
他
日
機
會
を
得

て
更

め
て
之
を
嚢
衷
し
、

江
湖

の
鋤
訴
を
仰
ぐ
こ
と

瓦
し
た
o
昭
和

七
年

五
月
)


